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3月21、22日、米国サンディエゴで開催されたIHRSA2023コンベンション——。
今号では、現地を訪れたTSO International株式会社の大工氏と輿水氏のお二人に、

ポストコロナ期におけるフィットネスのグローバルマーケットやフィットネス施設の状況についてお伺いした。
TSO Internationalは、スポルテック等日本のビジネスを盛り上げ、世界とつながる展示会主催企業。

日本のフィットネス市場全体の、
いわば“ポストコロナ創成期”の事業に役立つヒントを見いだすことができれば幸いである。

写真提供　TSO International株式会社

『IHRSA 2023サンディエゴ』から見えてくる
フィットネスの

“いま”と“これから”
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ストコロナの経済活動が動き始めまし

た。そこで、お二人のお話しの中から、

フィットネス市場全体の事業の延伸に

役立つヒントを一つでも多く見いだす

ことができたらと思っています。

　ではまず初めに、コンベンションの

視察、施設視察、あるいはサンディエ

ゴの街並みもいろいろと散策されたと

思いますが、全体的に感じられた印象

から教えてください。米国では昨年の

6月にすでに制限が解除されており、

3月の時点では約10ヶ月経っている状

況です。フィットネス全体の中にはま

だコロナ禍の後遺症が垣間見えるのか、

あるいはもうすっかりコロナ前に戻っ

たような雰囲気なのか、いかがでした

か？

コロナはほぼ払拭するも
サンディエゴの街は
復活途上

松村　本日は、去る3月に米国サンデ

ィエゴで開催されたIHRSA2023コン

ベンション並びに米国のフィットネス

施設を視察されるとともに、数多くの

関係者の方々と情報共有を図られてき

たお二人に、ポストコロナ期における

フィットネスのグローバルマーケット

の状況についてお伺いしたいと思って

います。

　日本においては、5月8日、新型コ

ロナウイルス感染症の扱いが2類から

5類に移行され、ようやく本格的にポ

輿水　私は4年ぶりにサンディエゴを

訪れましたが、空港では検疫もなく、

コンベンション会場でも街中を歩いて

いても、マスクをしている人はほぼ0。

そういう意味では、パッと見、もうコ

ロナは完全に抜けているというか、そ

れはもう遠い過去の出来事になってい

るような印象さえ覚えたほどです。

　ただ、よくよく見ると、閉店してる

お店も少なくなく、以前訪れたときよ

りも若干治安が悪そうだな、と。やは

りその辺りはコロナの影響によって、

失業率も上がっているという事情もあ

り、以前のサンンディゴと全く同じで

あるかというと、実際にはそうでもな

かったというのが現状ではないかと思

います。

大工　私もまだ多少の後遺症というの

か、爪跡のようなものが残っているの

ではないかというふうに感じました。

まさに直感として……。というのは、 

マスク自体は皆さんしていない一方で、

ビジネス的なところでいうと、ダウン

タウンに活気が戻っているとはなかな

かいいがたかったかな、と。

　ただ、ホテルはすごく高くて、モー

テルとさほど変わらないようなところ

でさえ、1泊2万5000円もしたのには

驚きました。一体、何が起こってるの

かなって。おそらく、インフレという

のも多分に影響してるのではないか。

そして、それがイコール失業率に結び

ついて、ビジネスはまだまだ完全復活

に至っていないのではないか、と。そ

れに対して、消費者のほうも支出を抑

えてしまうことによって、全体的な経

済循環も勢いが削がれたままの状態か

ら脱却できていないのではないかとい

う印象を受けました。
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基本的にはマシンメーカーが主体。コロナ前に⽐べて⼤⼩間が減り、ややこじんまりした印象だった
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しつつあるのかな、と。またスマホや

キヨスクで簡単にできるボディスキャ

ンのブースも多数出展されていました。

精度も以前より向上し、日本からは三

菱ケミカルも新規事業部が出展しデモ

を行っていました。このほか、会員管

理システムやアプリも依然として数多

く紹介されていた一方で、オンライン

プログラムはほとんど見かけることは

なく、それはコロナ禍からの完全脱却

を意味する表れだったのかもしれませ

ん。このほかサプリメントやアパレル

などのブースも少なく、まだここに戻

ってくる余裕がないのか、あるいは今

回はあえて見送ってるのか、これも把

握するまでには至りませんでした。

大工　私も2019年にサンディエゴを

訪れていますが、そのときの規模に比

べると、やはり少し小さいなという印

象を受けました。基本的にはマシンメ

ーカーが主体となっていましたが、全

体の規模が小さくなった分、それぞれ

のブースも小規模になっていたという

感じでした。

　今回のIHRSAでは、以下の 5つが

トレンド候補として掲げられていまし

た。ウェアラブル、ストレングストレ

ーニング、アウトドアトレーニング、

ホリスティックウェルネス、そしてエ

クササイズスナッキングです。この中

で、私が特に注目したのが３社ほど出

展していたアウトドアトレーニングで

した。トラックの中にトレーニング機

材を積み込み、いわゆるフランチャイ

ズ的なビジネスモデルに取り組むとい

う新たなトレーニング指導スタイルの

提案です。3社の中には、TRXの創始

者であるランディ・ヘトリックさんが

第2の ビジネスとしても始められたと

いう“アウトフィット”も出展されて

IHRSAもまだ復活途上 !?
マシンを使った
アウトドアトレーニングも

松村　そのような環境の中、では、フ

ィットネス産業はいまどういう状況に

あって、今後どういった見通しが立つ

のかという点についておうかがいでき

ればと思います。まず、IHRSA2023

コンベンションに参加され、また出展

されていたベンダーの方々との情報交

換などを通して把握されたフィットネ

スマーケットのトレンドについてお聞

かせください。

輿水　規模感としては、コロナ前より

少し小さくなったかな、と。ただ、松

村さんもご存じの通り、去年はマイア

ミで開催されましたが、あのときはま

だコロナ禍でなんとかやりきったとい

う感じでした。それを物語るように、

この度の現地ではたくさんの友人・知

人と再会しましたが、去年はまだ参加

せず、今年３～4年ぶりに帰ってきた

という方が多かったように思います。

そういう意味では、出展者からも来場

者からも「やっと戻ってこれたね」っ

ていう安堵感のようなものが漂ってい

たように思います。ただ、それでもま

だ完全に戻りきってないというのが正

直なところだったと思います。

　それはブースサイズにも端的に表れ

ていて、今年はまだ復活途上でまだ様

子見だからなのか、それとも今後はこ

れくらいの規模で十分だからなのかと

いうところまでは、今回の視察では把

握しきれませんでした。そんな中で、

やはり勢いを感じたのがマシンメーカ

ーでしょうか。初めて目にするメーカ

ーも少なくなく、戦国時代の様相を呈

いました。

松村　そのトラックは、アメリカであ

れば想像しやすいと思いますが、日本

の場合、様々な制約がありそうですね。

大工　確かに世界中に広まるかといっ

たら、なかなか難しいかもしれません。

ただ、コロナ禍において、密を避けつ

つトレーニングができる環境となると、

やはりアウトドアではないか、という

発想から生まれたビジネスモデルでは

と思います。

輿水　サーキットトレーニングなども

トラックに積み込んだ装備一式ででき

ますからね。

大工　そういう意味では、広大なスケ

ール感のあるアメリカならではの発想

というか、誰にも別に文句は言われな

い（笑）。

輿水　出張ジムみたいなイメージです

よね。

大工　そう。では、日本においてはどう

いう展開ができるのか。まだ具体的な

提案はできませんが、例えば健康診断
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アウトドアフィットネスをけん引する出張トラック

スマホやキヨスクで簡単にできるボディスキャンのブース
が多数出展され、精度も以前より向上していた
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くは気分転換になってストレスも解消

されるという、心身の健康にも効果的

であるというメッセージが広く発信さ

れるようになった。ネーミングの妙も

あって、多くの人たちに受け入れられ

ているようです。

松村　昔は、ある程度の時間、継続し

なければエクササイズ効果は得られな

いといわれていましたが、今はそれが

修正されて、たとえ５分であってもそ

の積み重ねがあれば、相応の効果が期

待できるというエビデンスにも裏付け

られているようですね。

輿水　一方で、アメリカではコロナ禍

でフィットネスの会員が約20％減っ

たといわれています。実数に置き換え

れば相当な数だと思いますが、それに

対して一時はホームフィットネスのほ

うに流れていったわけですが、現在は

というと、ホームフィットネスの需要

はほとんどなくなってしまったという

状況のようです。逆に、その反動とし

て今度はアウトドアのほうに流れてい

るという構図ができ上ってきたのでは

ないかと感じています。

松村　加えて、先ほど輿水さんがおっ

しゃったように、オンラインあるいは

リモート対応というようなソリューシ

ョンもコンベンションの中でははもう

ほとんど観られない…。

大工　それはつまり、リアルなところ

に戻ってきているということの表れで

しょうね。

松村　映像レッスンはどうですか。

大工　見かけなかったですね。

松村　そうですか。なぜそれをお聞き

したかというと、映像レッスンはリモ

ートではもちろん、要は人件費をかけ

ないコストの合理化というところでも、

日本では今かなり活用されているので、

などの出張健診バスのようなかたちで

の活用法になるとイメージしています。

松村　あるいは高校・大学の部活のコ

ンディショニング＆トレーニングのア

ウトソースとしてもいいかもしれませ

んね。専門のパーソナルトレーナーと

ともに現場に赴くという…。

大工　もしくは軽トラを改造するなど

すれば、パーソナルトレーナー自身が

運転して出向くという方法も考えられ

ます。学校ときちんと契約を交わして

いれば、グラウンドを使ってもいいわ

けですから。そういうビジネスであれ

ば、勝機は十分にあるのではないかと

思います。

ホームフィットネスの
需要低下
リアルに戻りつつある
状況を実感

松村　あと、もう一つエクササイズス

ナッキングという言葉が耳に留まりま

した。それは小腹が空いたらスナック

を食べるように、軽くトレーニングす

るという意味で名づけられたようです

ね。何をもってスナッキングかと思っ

たら、なるほどと思った次第です

（笑）。

大工　30～40分のまとまった時間は

なかなかとれないけれど、たとえ５分

ずつでもいいから断続的に取り組んで

みよう、と。つまり、30～40分のエ

クササイズを1日何回かに分けて活動

することによって、結果的に30～40

分の合計時間をつくろうという新たな

プログラムの提案がエクササイズスナ

ッキング。そして、それがエビデンス

として科学的にも証明されて、血圧を

下げたり、脳の血流を上げたり、もし

さらに進化バージョンが開発されてい

るのかなという関心があったからです。

大工　今回はプログラム系がほとんど

出展していなかったというのも、逆の

意味での特徴だったといえるかもしれ

ません。もっといえば、IHRSAでは

スポーツ＆ビューティー、アスレジャ

ー、ファッション、ニュートリション

…などといったところにあえて手を伸

ばしてないのではないか、と。彼らの

経営方針についてはわかりませんが、

そういった分野とは少しちょっと垣根

をつくっているのではないかという印

象も受けました。ただ、いまはまだコ

ロナ禍からのリカバリー期間だと思う

ので、来年もしかするとそれらの分野

も盛り上がるのではないかという期待

はしています。来年はロサンゼルスな

ので、サンディエゴよりはアクセスが

いいかなと思いますし。

輿水　それがFIBOとIHRSAの大きな

違いかもしれないですね。IHRSAは

ジムのメインとなるマシンが中心です

が、ヨーロッパに行くと、マシンはも

ち ろ ん 、 ビ ュ ー テ ィ ー 、 サ ウ ナ 、

EMS、サプリメント、スポーツ用品、

グループフィットネス、コンサルティ

ング、マーケティングなど出展対象品

目は多岐にわたっています。

松村　フィットネスコンベンションで

ありながら、FIBOではアメニティ用

品などの展示も扱っています。しかも、

そのアメニティだけで巨大なパビリオ

ンが用意されているほどですからね。

各国に共通の課題は
人々のフィットネスに対する
温度差

松村　お二人はIHRSAコンベンショ

2023年（令和5年）5月12日



5

ころに大きな悩みを抱えているという

状況がうかがえました。当然、国の政

策みたいなものも必要だと思いますが、

おそらく行政だけでもなかなか立ちい

かない。したがって、やはり民間があ

る程度絡まないとできないであろうと

いうことも、各国の話の中から感じ取

られました。そういう意味では、逆に

うまくいってる、例えばドイツやスウ

ェーデンは今回不参加だったので、そ

の辺りの話をいろいろ聞くことができ

れば、もう少し事例としては面白かっ

たのではないかと思います。

大工　医療とフィットネスを結びつけ

ようという取り組みは、やはり政府の

後ろ盾がないとなかなか浸透しないで

あろうということは、もう私が学生の

頃からいわれてきている課題です。一

方で、では、ある一国の成功事例がそ

のまま横軸展開できるのかといっても

なかなか難しい。なぜなら、各国の経

済事情だったり、国民の健康状態など

考慮しなければならないハードルの高

さはそれぞれだからです。例えばスウ

ェーデンでこの政策が成功しましたと

いう事例が、アフリカのガーナでその

まま運用するかといえば、全くそんな

ンと併せ、グローバルフェデレーショ

ンミーティングにもご参加されたとお

聞きしています。そこで、各国の発表

から、このFIAニュース上で参考とさ

せていただけるようなトピックスがあ

れば、ぜひお伺いしたいと思いますが

いかがでしょうか？

輿水　参加国はアメリカをはじめ、日

本、中国、カナダ、ブラジル、イタリ

ア、スペインなど。そして、今回のテ

ーマは「Fitness is Medicine」（医療

としてのフィットネス）で、おそらく

昔からよく議論されているトピックス

だと思いますが、いま一度見直してみ

ようということだと思います。基調公

演はDr.ロバート・セリス氏が務めら

れ、その後、各国から様々な事例が紹

介されました。そこから見えてきたの

は、運動の素晴らしさについては誰も

がわかっているけれど、習慣としてな

かなか浸透させられないのはやはり各

国共通の課題であるとあらためて感じ

たことです。

　人々のフィットネスに対する温度差

というのでしょうか…。やる人とやら

ない人の差がかなりあって、やらない

人をいかにして巻き込むかっていうと

ことはないわけで…。そう考えると、

この課題については今後もまだしばら

く議論されるであろうことが予測され

ます。

フィットネス市場の
傾向と対策
2023のトレンドは？

松村　続いて、サンディエゴ周辺のフ

ィットネス施設に関して、その視察や

ヒアリングから見えてきた今日のフィ

ットネス市場の傾向についてお聞かせ

いただければと思います。ポイントと

しては、コロナ禍前後で何か変化を感

じた点、またポストコロナ初期の現在、

フィットネス施設の各業態の間ではう

まく稼働している業態とそうでない業

態があると思いますが、その辺りにつ

いては、フィットネス関係者の方々に

とって非常に関心の高いところだと思

います。

輿水　今回我々が訪れたのは、市内お

よびダウンタウンから少し離れた郊外

の住宅街にある、どちらも高級といわ

れているクラブでしたがいずれも非常

に活況を呈していました。例えば、ホ

テルに併設されている高級クラブでは、

屋内だけでなく屋外にもワークアウト

スペースがあり、ランニングトラック

やプール、さらにサウナやSPAなど

も完備されていました。会費には様々

なプランがありますが、平均約200ド

ルというハイクラスな設定です。

　アメリカ全体では、コロナ前から平

均して10％ほど会費が上がっている

といわれています。したがって、我々

が訪れたところもおそらく同様だと思

いますが、元々そんなに安くない設定

なので、10％の値上げといってもさ

2023年（令和5年）5月12日

グローバルフェデレーションミーティング。今回のテーマは「Fitness is Medicine（医療としてのフィットネス）」だった
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たフランチャイズ+ブティック+特化

型でブランド化されたジムは、一点集

中、まさに振り切っているという意味

で顧客満足度が非常に高い。こういう

点が勝因となり、いまも快進撃を続け

ています。

　また、機器を使ったピラティスは、

ソーシャルディスタンスを保ち、ウェ

ルビーイング、マインドフルネスとい

う今日的志向とも合致しており、コロ

ナ禍においても安定したビジネスとし

て依然として評価が高かった。このピ

ラティスに代表されるように、マンツ

ーマン指導で行われるものが好まれる

傾向にあるようです。

　一方で、それらのちょうど真ん中に

いる大手チェーンの総合型クラブや小

規模なクラブは、もう軒並み苦戦して

いると感じられました。アメリカでは

コロナ禍において、25％のジムが閉

鎖したという現実もあり、今後2年間

くらいは、まだその影響が残るのでは

ないかといわれています。かといって、

積極的なM&Aは行われておらず、資

金のなくなった店舗をチェーンビジネ

スモデルが統合するというケースが多

いようですね。

松村　総合型クラブが苦戦しているの

ほど影響はないのではないかと感じま

した。

　また、20ドル以下のハイボリュー

ム・ロープライスジムや24時間型の

バジェットクラブも引き続き活況を呈

しているという状況を鑑みると、フィ

ットネス自体はほかの産業などと比べ

ると、そこまでインフレになっていな

いのではないかという印象を受けたも

のです。

大工　昨今のフィットネスクラブのト

レンドとしては、プレミアムジム、ハ

イボリューム・ロープライスジム、さ

らにエニタイムに代表される24時間

型のバジェットジムが三者三様の特徴

を打ち出し、さらにビジネスモデルの

観点でいうと、特化型のブティックジ

ムに代表されるフランチャイズが好調

だと感じました。この４つが成功をお

さめている勝ち組といえるでしょうか。

　フランチャイズモデルは、ご存じの

通り、ビジネスを一から立ち上げるよ

りも、ノウハウがあって従来のビジネ

スモデルに沿った経営ができるという

点に加え、例えば24時間型のクラブ

であれば人件費をかけなくて済むので、

固定費が削減され、したがって損益分

岐点も低いというメリットがある。ま

は何が要因だと感じられましたか？

大工　端的にお伝えすると、3つの要

因があってそれぞれが負の要素として

関連し合っている。まず1つ目がビッ

グボックスなので、固定費が大きいと

いう点。2つ目がその固定費を維持す

るための会員が減ってしまっていると

いう点。そして3つ目がインフレによ

る影響で食費や光熱費が上がり、消費

者マインドとしてジムにまでお金使う

余裕がない人たちがいるという点。加

えて、すべての“科目”で平均点は取

れているけれど、“得意科目”がない

ので、であれば特化型のジムに行こう、

あるいはローコストに行こう、という

傾向に流れているのではないでしょう

か。すなわち、お金をかけず、自分の

受けたいサービスだけで十分…という

傾向が私の中では感じられました。

松村　なんだか耳の痛い話ですね。

大工　では、どうすればいいのかって

いう話になりますが、やはりポイント

は顧客満足度ではないでしょうか。そ

のためにはコロナ前からいわれている

かもしれませんが、原点に回帰し、総

合型クラブが提供できることは何かに

ついて真剣に考えていかなければなら

ないのではないかと思います。

2023年（令和5年）5月12日

ホテルに併設の⾼級クラブ。屋内だけでなく屋外にもワークアウトスペースがあった
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者がかなり戻ってきているという点で、

おそらく過去最高の出展数があるので

はないかなと思います。中国、台湾、

韓国などのアジア各国が中心ですが、

早く日本を訪れたいという期待値の表

れではないでしょうか。それに伴って

海外からの来場者もたくさんいらっし

ゃるのではないかと期待しているとこ

ろです。

　また、これはもうフィットネスだけ

に限りませんが、直近で開催された展

示会はどれも去年の1.5倍から2倍ぐ

らいの来場者になっています。IHRSA

もそうでしたが、オンラインもバーチ

ャルも、そしてテレワークもやったけ

れど、「やっぱリアルがいいよね」っ

ていう人がすごく多いことはひしひし

感じているところなので、今回のスポ

ルテックではそのリアルにようやく復

活して再び活力を取り戻して元気にや

れる、と。昨年もそれなりに大きな規

模で実施しましたが、それを超えるこ

とはもちろん、コロナ前をも上回る盛

り上がりを見せるのではないかと期待

しているところです。

大工　我々は展示会ビジネスを通じて、

スポーツ・健康産業、外食産業などか

輿水　今回、例えば我々が最初に訪れ

たクラブでは、ホスピタリティが非常

に行き届いていました。もちろん、高

級クラブだから当然培われていたであ

ろうオペレーションだったのかもしれ

ませんが、見学ツアー専任の担当者の

懇切丁寧な接客一つで、これまでのイ

メージと少し違った印象です。以前の

私の経験では、見学を希望すると、フ

レンドリーな受付の人が「ご自由にど

うぞ」とか、あるいは見学ツアーはし

てくれるけれど、５分程度でささっと

済ませるケースが多かったので、その

対照的な接客には感動を覚えたほどで

す。おそらくマニュアルがあるとは思

いますが、アメリカでもそこはしっか

り取り組んでいるんだなと感じました。

　そういう意味では、コロナが収束し

てホッとしているというわけではなく、

それこそ 4分の1のクラブはなくなっ

てしまったという現実の中で、我々が

見てきた以上に、いまも試行錯誤を繰

り返しながら取り組まれているのでは

ないかと思った次第です。

８月開催のスポルテックは
いままで以上に
盛り上がること必至

松村　今回のIHRSAでいろいろと見

聞されたことを受け、8月 2～4日に

東京で開催されるスポルテックでは、

TSO Internationalさんとしてもいまま

で以上に今後のビジネス向上に役立つ

ような情報をご提供いただけると思っ

ています。そこで、本鼎談の最後の締

めくくりとして、東京のスポルテック

に向けて、我々の期待値がより高まる

ようなコメントいただければ幸いです。

輿水　1つは、今年、海外からの出展

ら、レジャー、人々の健康と生活の

QOL向上のための産業を網羅し、国

内マーケットの活性化と国際化に努め

ている会社です。そのためには変化を

恐れず、引き続きウェルネスを中心軸

にさまざまな要素を取りそろえた総合

展示会を今後も提供していきたいたい

と思っています。

　今回、新型コロナ感染症が5類に移

行されてから3カ月後の開催になるの

で、大勢の方々がここに集まってくる、

再び戻ってくると確信しています。２

～3月の展示会業界では軒並み前年度

の2倍近く、すなわちコロナ前くらい

の規模で戻ってきています。そういう

意味では、おそらく8月開催のスポル

テックには、今まで以上の大きな盛り

上がりになるのではないか、と。それ

がフィットネス業界だけでなく、その

周りの人たちも巻き込んで、さらなる

業界の発展の寄与に、そして社会の発

展に寄与できればなというふうに考え

ています。

松村　本日はお忙しいところ、さまざ

まご教示をいただき、本当にありがと

うございました。

2023年（令和5年）5月12日
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F I A からのお知らせ

　障害者差別解消法改正（令和6年4月施行）では、従来民間事業者で「努力」だっ
た合理的配慮の提供義務が改訂されます。①障害者から意思の表明があった場合に、
②過重の負担にならない範囲で、③障害者の性別・年齢、障害の状態に応じて、④
社会的障壁の除去の実施について必要かつ合理的な配慮をしなければならない。
　これを受け、東京都では2016年制定のスポーツ施設向けマニュアルの改訂を進め、
FIA加盟クラブも協力してきました。下記完成のご連絡と会員各位への広報依頼があ
りましたのでご紹介いたします。

　昨年度、障害者スポーツ施設利用促進マニュアルの改訂に当たり、貴協会の皆様
には多大なるご協力を賜り感謝申し上げます。昨年度末にマニュアル改訂版の冊子及
び動画が完成しましたのでご報告いたします。
〇障害者スポーツ施設利用促進マニュアル
　https://www.sports-tokyo-info.metro.tokyo.lg.jp/shospomanual.html

　本マニュアルでは、障害者差別解消法の改正等を契機に進められた取り組みなど、
民間スポーツ施設の皆様にも参考となる事例を新たに追加しています。本マニュアル
が民間スポーツ施設における障害のある人の受入れ体制の向上や、誰もがスポーツ
を楽しむための環境整備の一助となればと考えています。ぜひ、貴協会加盟の皆様に
ご紹介いただければ幸いです。
------------------------------------------------------------------------------------------------
東京都生活文化スポーツ局　スポーツ総合推進部　パラスポーツ課
℡　 03-5320-7845　内線38-269

　3年間感染拡大防止の拠り所として頂いたFIAガイドライ
ンは、5月8日以降廃止としています。ただ、クラブご利用者
のカラダの状況・意見・考え方は様々であり、心配される皆
さんも多い状況です。
　利用者が互いを気遣うマナーアップによって安心安全快
適なクラブの空気を醸成できるよう呼び掛けるポスターも用
意しています。FIAホームページからダウンロードしてご利用
ください。
https://fia.or.jp/public/23965/（会員専用ログイン必要）
デザイン提供：㈱ビックス（賛助会員）
ポスター出力・その他形式での製作などが可能です。

㈱ビックス　フィットネスマーケティング部　新保部長
TEL 　042-521-3329　FAX　042-521-3384　
E-mail　shinbo@bics-net.co.jp

東京都「障害者スポーツ施設利用マニュアル」改定版

ガイドライン廃止

1

2
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F I A からのお知らせ

　FIA加盟のフィットネスクラブが主体となって行う、成人を
対象とした体力テスト事業のテストマーケティングの取り組
みが始まりました。
　この事業は既存のクラブ会員様、そして潜在する新規の
お客様に対して体力の現状を確認いただく機会を提供し、
運動実践の目標と具体的な取り組みを提案することをもっ
て、フィットネスクラブにおける新たな事業創出を図っていた
だくことを目的としています。
　今年の年頭のFIA賀詞交歓会にて会員の皆様にご説明さ
せていただく機会を設けさせていただいて以来、システムや
LINEミニアプリの開発を着実に進めてまいりましたが、いよ
いよモニター期間を設けてFIA理事企業においてテストマー
ケティングを実施するに至りました。
　この事業は、スポーツ庁が実施する新体力テストをFIA加
盟フィットネスクラブにおいて実施するという基本的にはシ
ンプルな取り組みでありますが、『FIA全国カラダ年齢測
定』－フィットネス体力テスト－という独自の事業名称を設
けて、国民の運動参加活性への気運を高める役割を担い、
ＦＩＡ加盟クラブの存在感を広く社会に示しながら、最終的
には加盟企業各社様の施設に多くのお客様が足を運んでい
ただく成果につなげるものです。
　先日、そのテストマーケティング第一弾として当協会加盟
クラブであるティップネスイオンモール川口店様においてこ
のフィットネス体力テストが実施されました。
　ティップネスイオンモール川口店様は、イオンモールの中
に入っている施設であることから、イオンモールからの広報
に関する協力も得て、会員外のお客様にも体力テスト参加
が告知されることで施設に足を運んでいただく機会創出も
試みられました。同時に体力テストを実施されたお客様に対
してはイオンモールに関する広報の機会も付加することで、
双方がメリットを享受できる取り組みの試行ともなりました。
　実施にあたったスタッフの皆様からのフィードバックとして
はおおよそ次のような声が寄せられたということです。

●想像以上に楽しんでもらえた
●⾼齢の⽅も無邪気に楽しんでおられた
●お客様同⼠の楽しい張り合いのような雰囲気が生まれる

瞬間もあった
●測定結果により弱点など気づきを認識いただくことがで

きた
●お客様とコミュニケーションがとれ、今後の接客のきっか

けになりそう

　一方では、測定結果をより正確に導くための適切な説明
方法や、高齢のお客様にLINEアプリ登録をよりスムーズに
行っていただけるような対応の改善について、前向きな検討
課題等についてもフィードバックをいただくことができまし
た。
　今後こうした試行を重ねながらスピード感をもって事業の
精度を高め、一日も早く全てのＦＩＡ加盟施設において実施
いただけるよう努めてまいります。
　一方では、経済産業省、スポーツ庁、さらにはスポーツ・
健康産業議員連盟といった行政機関や国政に対しても、国
の健康施策に対するこの事業の貢献性について積極的に
伝える取り組みに注力しており、今後FIA加盟クラブが各自
治体や健康経営を目指す企業フィットネスにも積極的に活
用されるよう働きかけてまいります。
　最後になりましたが、今後もこの『FIA全国カラダ年齢測
定』-フィット
ネス体力テス
ト- 事 業につ
いての進捗を
会員企業様に
随時お伝えし
てまいります。

『FIA全国カラダ年齢測定』-フィットネス体力テスト-
テストマーケティングが動き始める3

テストマーケティングイベント実施⾵景

トレッドミルを使った急歩 ステップ台を活用した上体起こし 反復横跳び
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ントレベルは、ウェブサイト、モバイ

ルアプリ、ソーシャルメディア、印刷

物、放送メディア、Eメール、イベン

ト、メッセンジャー、ロケーションブ

ランディングなど、さまざまな要因に

依存しています」と、フルサービスの

デジタルエージェンシーである Amer-

icaneagle.com のデジタル・マーケテ

ィング販売担当副社長、Tony Stehn 

は説明します。

「様々なビジネスや市場に対応する唯

一のソリューションが存在することは

稀です。私たちは、さまざまなカテゴ

リー、規模、地域のフィットネスクラ

ブを取材してきた経験から、新規のお

客様に対して、十分な情報を提供する

ことができます。私たちの発見への過

程は、それぞれのクライアントにとっ

て最適なオムニチャネル・エンゲージ

メント戦略を効率的にカスタマイズし、

ROMI（マーケティング投資収益率）を

最大化することを目的としています」

効果的なオムニチャネルの
活用法とは？

　ソーシャル・チャンネルやその他の

デジタル・マーケティングも重要です

が、ウェブサイトはヘルスクラブの入

会希望者があなたのブランドや体験に

出会う最初の場所となるでしょう。そ

れを大切にしましょう。

　過去数年間、私たちはオムニチャネ

ル・マーケティングの重要性を説いて

きました。オムニチャネル・マーケテ

ィングの重要性については、さまざま

な方法で定義してきましたが、結局の

ところ、ビジネスを推進するための顧

客がどこにいても、まずはその顧客と

つながることが重要であるということ

です。

　しかし、どのようにすれば最も効果

的にオムニチャネルを活用できるので

しょうか？

「チャネルの優先順位やエンゲージメ

ウェブサイトを
フォーカルポイントに

　ソーシャル・チャンネルやプラット

フォームは無限にあり、毎月のように

増えているように見えますが、一貫し

たコンタクト・ポイントであり、しか

もメンバー・ジャーニーのスタート地

点となるのは、ほとんどの場合、それ

はウェブサイトです。

「この世代の買い物客は、この世界の

歴史上、最も情報に基づくことを重要

とします。人々は忙しく、一般的に注

意力が低いため、ウェブサイトではク

ラブの魅力を最大限にアピールし、ユ

ーザーが決断するために必要な情報を

簡単に見つけられるようにしなければ

なりません」と、トニー氏は言います。

「見込み客はレビューを読み、クラブ

の設備を他と比較し、写真やバーチャ

ルツアーを判断材料にして意思決定を

しています。現在のあなたのクラブの

2023年（令和5年）5月12日

ここに紹介するトピックスは、
IHRSAとFIAの提携によりIHRSAがリリースしたレポートの一部を要約して紹介する、

海外フィットネス関連情報です！

ヘルスクラブに向かう
会員ジャーニーのステップワン、

それはウェブサイト
ウェブサイトはヘルスクラブの入会希望者があなたのブランドや体験に出会う最初の場所。

したがって、クラブの魅力を最大限にアピールし、
ユーザーが決断するために必要な情報を簡単に見つけられるようにしなければなりません。

果たして、あなたのクラブのウェブサイトは、最適に機能していますか？

この記事は、Americaneagle.comがお届けするIHRSA特集記事です。

IHRSA グローバルレポート

Jon Feld（ジョン・フェルド）著者
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ウェブサイトは、クラブそのものやア

メニティ、さらには活気ある会員同士

のコミュニティの良さを伝えるのに、

最適に機能していますか？」

　ソーシャルメディアのチャンネルは、

ストーリーのサイズや範囲に一定の制

限があるのとは対照的に、ウェブサイ

トは、視覚的にも情報的にも最大のイ

ンパクトを与えることができる一種の

※クリアリングハウスです。

ユーザー・ジャーニーと
クラブのウェブサイト

　オムニチャネル体験と同様に、クラ

ブに入会し、適切な時期に更新するま

でのユーザー（会員）・ジャーニーに

ついても解説してきました。多くの見

込み客にとって、クラブへの入会は、

実際にドアをくぐる前に決定されてい

るのです。

　メンバーシップ選びの確信を得るた

めのデジタルタッチポイント、つまり、

彼らが最初に連絡を取ってから最終的

な決断を下すまでの間にあなたが行う

べきコンタクト・ポイントは、これま

で以上に重要です。

　これらのデジタル接点のありかたは、

ウェブサイトの最適化、ローカル検索

機能の改善、ソーシャルメディアプラ

ンニング、Eメールリストの管理、ペ

ルソナ情報に基づくキャンペーンなど

によって、賢く最大化する必要がある

とトニー氏は言います。

　最初のタッチポイントは、やはりウ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 44 4 4 4 4

ェブサイトから始まるということです。
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 44 4

「では、クラブはどのようにしてウェ

ブサイトを最適なユーザー・ジャーニ

ーへと導くことができるのでしょう

か」と、彼は問いかけます。

「それは、"何が得られるか"をまずは

示すこと。したがって、ウェブサイト

は常に第一印象を優先すべきです。あ

なたのサイトに到着したとき、人々は

何を見るのでしょうか？　写真やブラ

ンディングへの投資は、ユーザー・ジ

ャーニーへの投資なのです。見込み客

に対しても既存会員にも、同様にあな

たのブランドの外観、そしてクラブの

外観に親しみやすさと快適さを築くべ

きなのです。そのためには、統一感が

あること。そして一貫していなければ

なりません」

　最良の例としては、メンバーシッ

プ・ジャーニー全体を通して非常に見

栄えが良く、メンバーシップが憧れの

購入品になることです。

「グッドニュースとしては、各クラブ

のソリューションが“ゼロか100か”

である必要はありません」と、トニー

氏は断言します。

「適切なコンテンツ、適切なメッセー

ジ、写真、バーチャルツアーを開発す

ることは、ビジネスの進化に伴って変

化する可能性があるため、必要に応じ

て繰り返し行うべきプロセスです。ウ

ェブサイトのジャーニーに何を入れる

かを考える場合、ニーズと目標に応じ

たものになります。まずは“ウィッシ

ュリスト（希望リスト）”に優先順位

をつける。クラブにおけるミッション

との最優先事項の中で、まずは卓越し

たものにコミットします。そして、次

の目標を立てましょう」

　フィットネスコーチのような感じで

しょうか？　健康全般にとって最も重

要なことは何でしょうか？　まずは栄

養と、それをターゲットにした運動習

慣から始めましょう。しかし、それは

あなたが考えるべき方法です。

間違っていること、
そして正しいことは何？

　トニー氏は、経営者が陥りがちなマ

ーケティングの失敗として、コアリソ

ースを最大限に活用できていないこと

を挙げています。

「クラブのリーダーの中には、見込み

客に焦点を当てるあまり、クラブにとっ

て最も重要なマーケターでありアンバ

サダーである既存会員の存在を見失っ

ている人もいます」と、彼は言います。

「既存会員がクラブのブランドに対し

てより強い親近感を持ち、つながりを

深める機会はあるのでしょうか。ソー

シャルメディアを通じて称えることが

できるようなフィットネスの成果はあ

りますか？　会員に提供できる、ロゴ

入りの人気アパレル商品の開発はでき

ていますか？　カレンダー、フィット

ネスアドバイス、ウェブサイト上のリ

ソースへのリンクなどを含む会員向け

Eメールを開発できていますか？　ク

ラブの会員とブランドの認知度、連携、

親和性を高める機会を創造してくださ

い」

2023年（令和5年）5月12日

※クリアリングハウス
　複数の情報システムを中継し、様々な形式のデータ

を相互にできるようにするための仕組み。
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体
重
を
非
難
す
る
の
は

逆
効
果
、

体
重
増
や
健
康
悪
化
の

リ
ス
ク
に

ナ
シ
ョ
ナ
ル

ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

　

人
の
体
重
を
非
難
す
る
行
為
は

「
容
認
さ
れ
て
い
る
最
後
の
バ
イ

ア
ス
（
偏
見
）
で
す
」
と
、
米
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
校
の
心
理
学
教
授
A
・
ジ
ャ
ネ

ッ
ト
・
ト
ミ
ヤ
マ
氏
は
言
う
。

　

研
究
者
た
ち
は
近
年
、
体
重
が

重
め
（
高
体
重
）
の
人
々
が
長
く

実
感
し
て
き
た
こ
と
を
論
文
で
立

証
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
体
重

ス
テ
ィ
グ
マ
」
（
高
体
重
を
恥
と

す
る
ら
く
印
や
偏
見
、
差
別
）
が

社
会
に
広
く
浸
透
し
、
ス
テ
ィ
グ

マ
を
経
験
し
た
人
々
が
深
刻
な
影

響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
事
実

だ
。
体
重
ス
テ
ィ
グ
マ
は
、
う
つ

状
態
や
不
安
、
摂
食
障
害
な
ど
の

不
安
定
な
精
神
状
態
や
心
臓
疾
患

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
不
調
の
要
因
と

な
り
、
最
悪
の
場
合
は
死
に
至
る

こ
と
す
ら
あ
る
。

　

こ
の
問
題
は
２
０
２
３
年
に
入

っ
て
さ
ら
に
緊
急
性
を
帯
び
て
き

た
。
き
っ
か
け
は
１
月
に
米
小
児

科
学
会
（
A
A
P
）
が
、
高
体
重

の
子
ど
も
や
テ
ィ
ー
ン
エ
ー
ジ
ャ

ー
に
対
す
る
積
極
的
な
治
療
を
提

唱
し
、
家
庭
で
子
ど
も
の
体
型
に

注
意
す
る
よ
う
促
す
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
発
表
し
た
こ
と
だ
。

　

し
か
し
、
「
ウ
ェ
イ
ト
・
シ
ェ

イ
ミ
ン
グ
」
（
体
重
に
つ
い
て
非

難
し
た
り
恥
を
か
か
せ
た
り
す
る

こ
と
）
を
受
け
た
テ
ィ
ー
ン
エ
ー

ジ
ャ
ー
は
30
代
に
な
る
と
肥
満
に

な
る
確
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
こ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
対
す
る
批
判

が
高
ま
っ
て
い
る
。
２
０
２
２
年

４
月
に
学
術
誌
「N

utrients

」
に

発
表
さ
れ
た
、
米
国
の
テ
ィ
ー
ン

エ
ー
ジ
ャ
ー
約
２
０
０
０
人
を
対

象
と
し
た
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

調
査
対
象
者
の
多
く
は
、
自
分
の

体
重
に
つ
い
て
親
か
ら
は
主
に
前

向
き
で
肯
定
的
な
言
葉
を
か
け
ら

れ
た
と
感
じ
て
い
た
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
対
象
者
の
約
半
数
は
自

分
の
体
重
が
話
題
に
な
る
こ
と
自

体
を
望
ん
で
い
な
か
っ
た
。

　

自
分
が
高
体
重
で
あ
っ
て
も
他

人
を
ウ
ェ
イ
ト
・
シ
ェ
イ
ミ
ン
グ

の
標
的
に
す
る
人
は
多
い
と
、
米

オ
ハ
イ
オ
州
に
あ
る
ケ
ン
ト
州
立

大
学
の
心
理
科
学
助
教
メ
ア
リ

ー
・
ヒ
ン
メ
ル
ス
タ
イ
ン
氏
は
話

す
。
米
国
人
の
約
42
％
は
B
M
I

（
体
格
指
数
）
が
30
以
上
の
「
肥

満
」
に
当
て
は
ま
る
が
（
米
国
の

基
準
）
、
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し

た
人
々
で
も
他
の
肥
満
体
型
の
人

を
平
気
で
か
ら
か
う
こ
と
が
あ
る

と
い
う
。

　

高
体
重
を
注
意
す
れ
ば
本
人
が

減
量
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
考

え
て
、
身
内
や
医
療
関
係
者
が
苦

言
を
呈
す
る
こ
と
も
あ
る
と
、
米

コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
大
学
ラ
ッ
ド
食

料
政
策
・
健
康
研
究
セ
ン
タ
ー
の

副
所
長
レ
ベ
ッ
カ
・
プ
ー
ル
氏
は

言
う
。
だ
が
、
こ
れ
は
実
際
に
は

逆
効
果
に
な
り
う
る
こ
と
が
研
究

で
示
さ
れ
て
い
る
。
「
体
重
の
こ

と
で
恥
を
か
か
さ
れ
た
と
感
じ
る

と
、
長
期
的
に
は
体
重
が
増
加
す

る
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
の
で
す
」

と
プ
ー
ル
氏
は
説
明
す
る
。

　

ま
た
、
映
画
や
テ
レ
ビ
番
組

で
、
高
体
重
の
人
物
を
だ
ら
し
な

く
自
制
心
を
欠
い
た
好
ま
し
く
な

い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
描
い
て

い
る
の
を
見
て
、
他
人
の
体
重
を

批
判
し
て
も
構
わ
な
い
と
思
い
込

む
人
も
い
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
上
で
も
個
人
の
体
重
は
公
然

と
非
難
の
対
象
に
さ
れ
て
い
る

と
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
校
の
心
理
学
教
授

A
・
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ト
ミ
ヤ
マ
氏

は
指
摘
す
る
。

　

こ
れ
は
、
体
重
は
本
人
が
管
理

で
き
る
は
ず
だ
と
い
う
思
い
込
み

が
あ
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
実
際

に
は
遺
伝
や
、
物
理
的
お
よ
び
文

化
的
な
環
境
、
腸
内
細
菌
な
ど
多

く
の
要
素
が
体
重
に
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
と
、
食
事
療
法
で
は
長
期

的
な
体
重
管
理
が
難
し
い
こ
と

は
、
科
学
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

「
高
体
重
は
本
人
の
怠
惰
な
生
活

習
慣
が
原
因
だ
と
い
う
思
い
込
み

が
あ
り
ま
す
」
と
ヒ
ン
メ
ル
ス
タ

イ
ン
氏
は
指
摘
す
る
。
人
は
そ
の

気
に
な
れ
ば
減
量
で
き
る
と
い
う

考
え
方
に
よ
っ
て
、
高
体
重
は
自

制
心
が
欠
如
し
て
い
る
証
拠
と
さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
実

際
に
は
高
体
重
の
人
の
多
く
は
何

年
も
減
量
を
試
み
た
が
う
ま
く
い

か
な
い
の
だ
と
氏
は
説
明
す
る
。

う
つ
状
態
や

摂
食
障
害
に
も
つ
な
が
る

　

ト
ミ
ヤ
マ
氏
に
よ
れ
ば
、
人
々

が
理
想
と
す
る
体
型
は
お
お
む
ね

権
力
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
反

映
す
る
も
の
で
あ
り
、
昔
か
ら
常

に
モ
デ
ル
の
よ
う
な
細
い
体
型
が

評
価
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な

い
。

　

食
料
が
乏
し
か
っ
た
時
代
、
肥

満
体
型
は
裕
福
さ
の
表
れ
だ
っ

た
。
だ
が
20
世
紀
に
は
食
料
が
豊

富
に
な
っ
た
こ
と
で
、
理
想
の
美

し
さ
は
逆
転
し
、
肥
満
は
望
ま
し

く
な
い
体
型
と
み
な
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

体
重
ス
テ
ィ
グ
マ
は
、
白
人
だ

け
で
な
く
黒
人
や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク

系
の
人
々
に
も
、
ま
た
女
性
だ
け

で
な
く
男
性
に
も
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
２
０
２
０
年
９
月
10
日

付
け
で
学
術
誌
「A

n
n

als of 

ISSUE
フィットネス関連
ニュース

業界の最新情報をいち早くキャッチ！
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Behavioral M
edicine

」
に
プ
ー
ル

氏
の
チ
ー
ム
が
発
表
し
た
調
査
結

果
に
よ
れ
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
前
に
体
型
を
批

判
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
若
者
は
、

そ
う
で
な
い
若
者
と
比
較
す
る

と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
間
に
う
つ
状
態

に
陥
っ
た
り
過
食
に
走
っ
た
り
し

て
、
ス
ト
レ
ス
に
強
く
反
応
す
る

傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　

ウ
ェ
イ
ト
・
シ
ェ
イ
ミ
ン
グ

は
、
や
せ
型
を
美
化
す
る
欧
米
諸

国
の
多
く
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と

が
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
英

国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ

ダ
、
米
国
の
B
M
I
値
が
高
い
約

1
万
４
０
０
０
人
を
対
象
と
し
た

調
査
で
確
認
さ
れ
た
。
結
果
は
プ

ー
ル
氏
や
ヒ
ン
メ
ル
ス
タ
イ
ン
氏

ら
に
よ
っ
て
２
０
２
１
年
６
月
１

日
付
け
で
学
術
誌
「PLOS ONE

」

に
発
表
さ
れ
た
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
医
学
的
な
肥

満
の
基
準
に
当
て
は
ま
ら
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
体
重
を
非
難
さ

れ
て
自
分
自
身
を
恥
ず
か
し
い
と

感
じ
て
い
る
人
が
多
い
点
だ
。
こ

う
し
た
比
較
的
や
せ
た
人
々
も
、

不
安
や
摂
食
障
害
を
含
め
、
健
康

へ
の
悪
影
響
を
経
験
し
て
い
る
。

　

ウ
ェ
イ
ト
・
シ
ェ
イ
ミ
ン
グ
を

受
け
て
い
る
人
は
、
医
療
機
関
の

受
診
を
避
け
る
傾
向
が
あ
る
。

「PLOS ONE

」
に
発
表
さ
れ
た
論

文
で
は
、
体
重
ス
テ
ィ
グ
マ
を
向

け
ら
れ
た
人
の
う
ち
３
人
に
２
人

は
、
医
師
に
よ
る
心
な
い
言
動
を

経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
し

て
い
る
。
し
か
し
、
定
期
的
な
健

診
を
受
け
な
か
っ
た
り
予
約
し
た

受
診
を
延
期
し
た
り
す
る
と
、
健

康
状
態
が
悪
化
す
る
原
因
に
も
な

る
と
ヒ
ン
メ
ル
ス
タ
イ
ン
氏
は
話

す
。

　

本
人
が
非
難
を
覚
悟
で
勇
気
を

出
し
て
受
診
し
て
も
、
原
因
が
他

に
あ
る
可
能
性
が
高
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
「
体
調
不
良
の
原
因
は
高

体
重
」
と
医
師
か
ら
決
め
つ
け
ら

れ
て
し
ま
う
場
合
が
多
い
と
プ
ー

ル
氏
は
指
摘
す
る
。

ウ
ェ
イ
ト
・
シ
ェ
イ
ミ
ン
グ
が

も
た
ら
す
悪
循
環

　

ウ
ェ
イ
ト
・
シ
ェ
イ
ミ
ン
グ
の

影
響
で
、
普
段
は
し
な
い
よ
う
な

食
べ
方
を
し
て
し
ま
う
こ
と
は
珍

し
く
な
い
。
実
験
の
結
果
、
自
分

を
高
体
重
だ
と
思
う
女
性
が
体
重

ス
テ
ィ
グ
マ
を
植
え
付
け
ら
れ
る

よ
う
な
記
事
を
読
ん
だ
場
合
、
対

照
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
間
食
が
多
く

な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
結

果
は
２
０
１
３
年
12
月
１
日
付
け

で
学
術
誌
「Journal of Experim

ental 

Social Psychology

」
に
発
表
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
プ
ー
ル
氏
と
ヒ
ン
メ
ル

ス
タ
イ
ン
氏
ら
が
医
学
誌

「Clinical Diabetes

」
に
発
表
し

た
研
究
で
は
、
本
人
が
体
重
を
恥

と
感
じ
る
ほ
ど
の
ウ
ェ
イ
ト
・
シ

ェ
イ
ミ
ン
グ
を
日
常
的
に
受
け
て

い
る
２
型
糖
尿
病
の
患
者
の
場

合
、
よ
り
過
食
し
や
す
い
傾
向
が

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
ウ
ェ
イ
ト
・
シ
ェ
イ
ミ

ン
グ
を
向
け
ら
れ
る
人
々
は
あ
ま

り
運
動
を
し
な
い
傾
向
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
他
の
研
究
者
た
ち

も
報
告
し
て
い
る
。
「
自
分
の
体

型
を
笑
い
も
の
に
さ
れ
る
と
、
ぴ

っ
た
り
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
に

身
を
包
ん
で
ジ
ム
に
行
く
気
に
は

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
」
と
ト
ミ
ヤ

マ
氏
は
言
う
。

　

ト
ミ
ヤ
マ
氏
は
、
ウ
ェ
イ
ト
・

シ
ェ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
循
環
を
引
き

起
こ
す
と
考
え
て
い
る
。
他
者
か

ら
否
定
さ
れ
た
と
感
じ
る
と
、
脳

は
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る

「
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
」
を
分
泌
す
る

よ
う
副
腎
に
指
示
す
る
。
コ
ル
チ

ゾ
ー
ル
が
分
泌
さ
れ
る
と
、
食
欲

が
旺
盛
に
な
り
、
特
に
脂
肪
や
糖

分
が
多
い
食
べ
物
が
欲
し
く
な

る
。
ま
た
、
体
は
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル

を
合
図
に
し
て
、
腹
部
に
脂
肪
を

蓄
え
る
。

「
祖
先
の
時
代
に
は
、
こ
の
ス
ト

レ
ス
反
応
が
走
っ
た
り
戦
っ
た
り

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
し

た
」
と
ト
ミ
ヤ
マ
氏
は
説
明
す

る
。
し
か
し
、
現
代
で
は
、
体
重

が
増
加
し
て
さ
ら
に
屈
辱
を
受
け

る
可
能
性
が
高
ま
る
だ
け
だ
。

　

研
究
者
た
ち
は
、
社
会
の
体
重

バ
イ
ア
ス
（
体
重
に
関
す
る
偏

見
）
を
減
ら
す
方
法
を
見
つ
け
よ

う
と
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
い
ま

の
と
こ
ろ
成
果
は
上
が
っ
て
い
な

い
。
「
他
の
ス
テ
ィ
グ
マ
を
植
え

付
け
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
に
効
果
が

あ
っ
た
介
入
策
も
、
体
重
バ
イ
ア

ス
に
は
効
果
が
出
に
く
い
こ
と
が

判
明
し
て
い
ま
す
」
と
プ
ー
ル
氏

は
話
す
。

　

例
え
ば
、
肥
満
の
背
後
に
は
複

雑
な
要
因
が
あ
る
こ
と
を
加
害
者

側
に
啓
発
し
て
も
、
一
時
的
な
効

果
は
あ
る
が
長
続
き
は
し
な
い
と

い
う
。
異
な
る
人
種
間
の
交
流
は

人
種
バ
イ
ア
ス
（
人
種
に
関
す
る

偏
見
）
の
軽
減
に
役
立
つ
が
、
同

じ
こ
と
を
し
て
も
体
重
バ
イ
ア
ス

に
は
効
果
が
薄
い
。
大
半
の
人

は
、
す
で
に
身
近
に
多
く
の
高
体

重
の
人
が
い
る
か
ら
だ
ろ
う
と
プ

ー
ル
氏
は
考
え
て
い
る
。

　

社
会
規
範
が
大
幅
に
変
化
し
な

い
限
り
、
特
効
薬
は
な
い
と
い
う

の
が
プ
ー
ル
氏
の
見
方
だ
。

「
日
々
の
生
活
に
は
、
（
体
重
）

ス
テ
ィ
グ
マ
に
疑
問
を
抱
く
よ
り

も
む
し
ろ
ス
テ
ィ
グ
マ
を
強
化
す

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
」
と
プ
ー
ル
氏
は
言
う
。
「
本

当
に
ス
テ
ィ
グ
マ
を
減
少
さ
せ
た

い
の
な
ら
、
シ
ス
テ
ム
を
も
っ
と

大
き
く
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」

文
＝M

ERYL DAVIDS LANDAU/

訳=

稲
永
浩
子
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

ジ
オ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
日
本
版
サ
イ
ト
で

２
０
２
３
年
３
月
24
日
公
開
）

患
部
ア
イ
シ
ン
グ
、

軽
い
け
が
に
有
効

神
戸
大
が
効
果
確
認

　

氷
で
患
部
を
冷
や
す
「
ア
イ
シ

ン
グ
」
は
、
け
が
の
程
度
が
軽
い

場
合
は
筋
肉
の
回
復
を
促
す
と
の

研
究
結
果
を
神
戸
大
の
荒
川
高
光
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准
教
授
ら
の
チ
ー
ム
が
５
日
ま
で

に
発
表
し
た
。
チ
ー
ム
に
よ
る

と
、
こ
れ
ま
で
ア
イ
シ
ン
グ
の
効

果
に
つ
い
て
十
分
な
科
学
的
根
拠

は
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

け
が
の
程
度
が
重
い
と
逆
に
回

復
を
阻
害
す
る
こ
と
が
チ
ー
ム
の

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
分
か
っ
て
お

り
、
荒
川
准
教
授
は
「
ど
こ
ま
で

の
損
傷
な
ら
ア
イ
シ
ン
グ
が
有
効

か
、
線
引
き
を
検
討
す
る
こ
と
が

重
要
」
と
し
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
で
起
き
る
け
が
は
、

筋
線
維
の
損
傷
が
10
％
以
内
の
比

較
的
軽
い
も
の
が
多
い
。
チ
ー
ム

は
ラ
ッ
ト
で
実
験
。
脚
の
筋
線
維

の
約
４
％
を
傷
つ
け
た
後
、
袋
に

氷
を
入
れ
て
30
分
の
ア
イ
シ
ン
グ

を
２
時
間
ご
と
に
１
日
３
回
実

施
。
こ
れ
を
損
傷
さ
せ
た
日
と
１

日
後
、
２
日
後
の
３
日
間
繰
り
返

し
た
。
４
％
は
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
で

起
こ
り
う
る
損
傷
と
同
程
度
と
い

う
。

　

損
傷
の
２
週
間
後
に
筋
肉
を
観

察
す
る
と
、
ア
イ
シ
ン
グ
し
た
マ

ウ
ス
は
、
し
な
か
っ
た
マ
ウ
ス
よ

り
も
再
生
が
進
ん
で
い
た
。
免
疫

細
胞
「
炎
症
性
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー

ジ
」
の
活
動
が
弱
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
判
明
、
詳
し
い
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
今
後
調
べ
る
。

（
２
０
２
３
年
４
月
５
日
／
日
経
）

ボ
ー
ル
運
動
、

苦
手
な
子
も
球
技
未
満
で

楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
入
門
　

体
力
養
成
、
教
室
広
が
る

　

児
童
生
徒
の
体
力
低
下
が
顕
著

な
中
、
「
運
動
が
苦
手
、
運
動
を

初
め
て
行
う
子
の
ス
ポ
ー
ツ
の
入

り
口
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
る

ボ
ー
ル
運
動
教
室
「
バ
ル
シ
ュ
ー

レ
」
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

簡
単
で
多
様
な
ボ
ー
ル
運
動
を
用

い
、
子
ど
も
の
潜
在
能
力
を
引
き

出
す
の
が
狙
い
。
首
都
圏
を
中
心

に
約
60
校
で
定
期
教
室
が
開
か

れ
、
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
。

「
や
っ
た
、
や
っ
た
！
」
。
明
る

い
色
の
ゴ
ム
ボ
ー
ル
を
1
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
先
の
か
ご
に
投
げ
入
れ
た

幼
稚
園
児
が
跳
び
上
が
っ
て
喜

ぶ
。
東
京
都
港
区
の
貸
し
ス
タ
ジ

オ
で
毎
週
金
曜
に
開
か
れ
て
い
る

六
本
木
校
。
園
児
ク
ラ
ス
の
男
女

９
人
が
あ
ち
こ
ち
に
転
が
る
ボ
ー

ル
を
使
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
に

夢
中
だ
。
指
導
員
の
男
性
（
28
）

は
「
50
分
の
レ
ッ
ス
ン
で
必
ず
手

と
足
の
両
方
で
ボ
ー
ル
を
扱
う
。

全
身
を
使
う
の
が
テ
ー
マ
」
と
説

明
す
る
。

　

指
導
者
は
励
ま
し
た
り
褒
め
た

り
し
て
運
動
を
促
す
が
、
動
か
な

い
子
に
は
無
理
に
強
要
し
な
い
。

自
由
に
さ
せ
れ
ば
意
欲
が
芽
生

え
、
結
果
的
に
は
運
動
量
が
着
実

に
増
え
て
体
力
向
上
に
つ
な
が
る

子
が
多
い
と
い
う
。

　

小
学
生
ク
ラ
ス
は
、
考
え
る
力

も
養
え
る
よ
う
に
課
題
解
決
型
の

遊
び
を
取
り
入
れ
る
。
２
年
以
上

通
う
小
学
３
年
の
女
児
（
８
）
は

「
遊
び
な
が
ら
、
い
つ
の
間
に
か

学
ん
で
い
る
。
前
は
そ
う
で
も
な

か
っ
た
け
ど
、
今
は
ス
ポ
ー
ツ
が

好
き
」
と
笑
顔
。
女
児
の
母
親
は

「
た
く
さ
ん
習
い
事
を
し
て
い
る

け
ど
、
こ
こ
が
一
番
楽
し
そ
う
。

す
ご
く
褒
め
て
も
ら
え
る
の
で
自

己
肯
定
感
が
あ
る
の
で
は
」
と
目

を
細
め
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
の
全
国
体
力
・
運

動
能
力
調
査
で
、
50
メ
ー
ト
ル
走

や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
８
種

目
の
合
計
点
は
小
、
中
学
校
の
男

女
と
も
下
が
り
続
け
て
い
る
。
過

去
10
年
間
で
は
い
ず
れ
も
２
０
１

８
年
度
を
ピ
ー
ク
に
落
ち
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が

続
い
た
22
年
度
は
最
低
点
を
記
録

し
た
。

　

同
庁
は
「
感
染
症
の
拡
大
に
よ
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り
拍
車
が
か
か
っ
た
運
動
不
足
に

つ
い
て
、
抜
本
的
に
改
善
す
る
こ

と
が
必
要
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

幼
児
期
か
ら
中
学
生
ま
で
を
「
ゴ

ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
」
と
称
し
、
こ

の
時
期
の
運
動
習
慣
が
「
生
涯
に

わ
た
る
体
力
・
運
動
能
力
等
の
基

盤
と
な
る
極
め
て
重
要
な
要
素
」

と
し
て
対
策
を
検
討
し
て
き
た
。

　

そ
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
用
品
大
手

の
ミ
ズ
ノ
に
委
託
し
て
19
年
度
か

ら
実
施
し
た
「
子
供
の
運
動
習
慣

ア
ッ
プ
支
援
事
業
」
は
、
「
運
動

遊
び
を
実
施
し
て
い
る
と
き
の
幼

児
・
児
童
に
か
け
る
言
葉
や
そ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
」
や
「
子
ど
も
の
発

育
発
達
に
応
じ
た
運
動
遊
び
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
重
要
視
。
バ
ル
シ
ュ

ー
レ
の
理
念
と
も
合
致
し
て
い

る
。

　

バ
ル
シ
ュ
ー
レ
は
、
発
祥
の
ド

イ
ツ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
と
研

究
交
流
が
あ
っ
た
奈
良
教
育
大
が

日
本
に
適
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
や
指
導
者
の
養
成
を
推
進
。
17

年
に
業
務
提
携
し
た
「
バ
ル
シ
ュ

ー
レ
東
京
」
が
教
室
を
運
営
し
、

全
国
に
展
開
し
て
き
た
。

　

事
業
担
当
の
杉
本
拓
哉
さ
ん
は

「
立
ち
上
げ
の
と
き
は
認
知
拡
大

の
た
め
東
京
23
区
の
役
所
へ
営
業

に
行
っ
た
。
当
初
は
95
％
く
ら
い

門
前
払
い
だ
っ
た
」
と
笑
う
。

　

徐
々
に
理
解
を
得
て
自
治
体
主

催
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

体
験
会
を
開
き
、
定
期
教
室
の
参

加
者
を
増
や
し
た
。
単
純
で
楽
し

く
、
運
動
嫌
い
な
子
や
発
達
障
害

が
あ
る
子
も
取
り
組
み
や
す
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
好
評
を
博
し
、
定
期

教
室
に
通
う
児
童
は
全
国
で
１
２

０
０
人
を
超
え
た
と
い
う
。
杉
本

さ
ん
は
「
接
触
人
数
は
年
々
増
え

て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
」

と
、
さ
ら
な
る
普
及
促
進
を
目
指

し
て
い
る
。

（
２
０
２
３
年
４
月
６
日
／
日
経
） 

 「
週
1
回
の
運
動
」
実
施
率
、

昨
年
微
減
58%

　

全
国
の
成
人
男
女

　

笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
は
８
日
ま

で
に
、
全
国
の
18
歳
以
上
の
男
女

を
対
象
と
し
た
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ

に
関
す
る
２
０
２
２
年
の
調
査
結

果
を
公
表
し
、
週
1
回
以
上
の
運

動
・
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
は
、
過
去

最
高
だ
っ
た
20
年
調
査
に
比
べ
て

１
・
０
ポ
イ
ン
ト
減
の
58
・
５
％

と
な
っ
た
。
調
査
は
隔
年
で
実
施

さ
れ
、
年
1
回
以
上
の
実
施
率
は

72
・
９
％
で
前
回
と
ほ
ぼ
変
わ
ら

な
か
っ
た
。

　

21
年
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
後
に
行
わ
れ
た
初
の
調

査
。
今
回
の
結
果
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
の
影
響
が
避
け
ら
れ

な
い
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
ス
ポ

ー
ツ
の
直
接
観
戦
や
テ
レ
ビ
観
戦

の
割
合
は
過
去
最
低
を
記
録
。
一

方
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
観
戦

率
は
ボ
ク
シ
ン
グ
な
ど
格
闘
技
が

人
気
で
、
初
実
施
だ
っ
た
前
回
調

査
か
ら
７
・
５
ポ
イ
ン
ト
増
加
の

21
・
４
％
だ
っ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
施
率
も
、
１
９

９
４
年
の
調
査
開
始
以
降
で
最
も

低
い
４
・
２
％
に
落
ち
込
ん
だ
。

　

調
査
は
昨
年
6
月
10
日
か
ら
７

月
10
日
ま
で
行
わ
れ
、
計
３
千
人

か
ら
調
査
票
を
使
っ
て
回
答
を
集

め
た
。

（
２
０
２
３
年
４
月
８
日
／
日
経
） 

大
阪
経
済
大
学
、

声
出
す
体
操
で

児
童
の
体
力
向
上

独
自
に
開
発

　

起
立
、
気
を
つ
け
、
礼
、
体

操
！
―
―
。
大
阪
府
能
勢
町
の
学

校
で
は
、
週
３
〜
４
回
、
朝
の
会

の
時
間
に
擬
態
語
を
声
に
出
し
な

が
ら
体
を
動
か
す
「
オ
ノ
マ
ト
ペ

体
操
」
と
呼
ば
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
い
る
。
同
体
操
は
大

阪
経
済
大
学
の
若
吉
浩
二
教
授
が

考
案
し
た
。
児
童
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
活
用
す
る
こ
と
で
運
動
能
力
向

上
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　

能
勢
町
で
は
人
口
減
少
に
よ
り

小
中
学
校
を
再
編
、
２
０
１
６
年

に
小
中
一
貫
校
「
能
勢
さ
さ
ゆ
り

学
園
」
と
し
て
集
約
し
た
。
ス
ク

ー
ル
バ
ス
通
学
の
生
徒
が
全
体
の

約
6
割
に
増
加
し
、
歩
行
距
離
の

減
少
な
ど
で
児
童
の
運
動
不
足
が

顕
著
と
な
っ
た
。

　

全
国
平
均
を
大
き
く
下
回
る
体

力
測
定
結
果
に
危
機
感
を
抱
い
た

同
町
教
育
委
員
会
は
大
阪
経
済
大

と
の
連
携
事
業
と
し
て
「
能
勢
っ

子
！　

か
け
っ
こ
！　

日
本

一
！
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
。

ス
ポ
ー
ツ
科
学
が
専
門
の
若
吉
教

授
と
ゼ
ミ
生
ら
が
主
導
し
た
。

「
ヒ
ュ
ヒ
ュ
ト
ー
ン
」
「
ポ
ン
ポ

ン
ポ
ン
」
。
声
を
出
し
な
が
ら
ジ

ャ
ン
プ
や
足
踏
み
な
ど
の
体
操
を

し
、
走
る
動
作
に
関
わ
る
関
節
や

筋
肉
を
刺
激
す
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
る
際
、
現
場
の
先
生
か
ら
学

生
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
、
子
ど
も

に
飽
き
ら
れ
な
い
内
容
を
ゼ
ミ
で

話
し
合
っ
た
と
い
う
。

　

19
年
度
か
ら
３
年
間
、
総
計
１

０
３
６
人
の
児
童
が
体
操
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
成
果
も
出
た
。
学
校

平
均
の
50
メ
ー
ト
ル
走
の
タ
イ
ム

は
全
国
平
均
値
よ
り
19
年
時
点
で

０
・
42
秒
遅
か
っ
た
が
、
22
年
に

は
０
・
02
秒
に
縮
ま
っ
た
。
塩
出

雅
之
教
頭
は
「
楽
し
み
な
が
ら
体

操
し
て
い
る
姿
が
印
象
的
」
と
語

り
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た

い
と
し
て
い
る
。

（
２
０
２
３
年
４
月
９
日
／
日
経
） 

前
橋
市
の
高
齢
者
に

 「
脳
活
」
体
験
会
、

コ
シ
ダ
カ
が
無
料
で
　
　

　

カ
ラ
オ
ケ
店
「
ま
ね
き
ね
こ
」

な
ど
を
運
営
す
る
コ
シ
ダ
カ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
H
D
）
傘
下
の

コ
シ
ダ
カ
は
12
日
、
同
社
が
運
営

す
る
シ
ニ
ア
向
け
健
康
サ
ロ
ン

「
カ
ノ
ッ
プ
」
で
月
１
回
、
60
歳

以
上
の
前
橋
市
民
を
対
象
と
し
た

無
料
の
「
脳
活
」
体
験
会
を
開
催

す
る
と
発
表
し
た
。
前
橋
市
と
連

携
し
、
認
知
症
予
防
や
健
康
寿
命

の
延
伸
に
つ
な
げ
る
。
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カ
ノ
ッ
プ
は
前
橋
市
内
の
カ
ラ

オ
ケ
店
３
階
に
昨
夏
開
業
し
た
。

ゲ
ー
ム
感
覚
で
遊
び
な
が
ら
頭
や

体
を
使
う
各
種
の
健
康
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
、
シ
ニ
ア
会
員
向
け
に
有
償

で
提
供
す
る
。
脳
活
動
や
血
圧
、

血
管
年
齢
な
ど
の
デ
ー
タ
を
計
測

で
き
る
機
器
も
備
え
た
。

　

同
サ
ロ
ン
で
60
歳
以
上
を
対
象

に
脳
活
体
験
会
を
無
料
で
開
催
す

る
。
27
日
に
１
回
目
、
24
年
３
月

ま
で
毎
月
最
終
木
曜
日
に
開
く
。

定
員
は
各
回
20
人
程
度
。
希
望
者

は
各
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で
に

カ
ノ
ッ
プ
に
直
接
申
し
込
む
。

（
２
０
２
３
年
４
月
12
日
／
日
経
） 

新
興
が
挑
む
老
化
防
止

新
風
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

W
i
L
パ
ー
ト
ナ
ー
　

小
松
原
威
氏

（
日
立
製
作
所
を
経
て
２
０
０
８
年
に

S
A
P
ジ
ャ
パ
ン
に
入
社
。15
年
よ
り

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
あ
る
S
A
P 

Labs

に
赴
任
、日
本
企
業
の
変
革
・イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
。18
年
２
月
に
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
の
W
i
L
の
パ
ー

ト
ナ
ー
に
）

　

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
知
人
と
話

し
て
い
る
と
健
康
に
つ
い
て
の
話

題
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
瞑
想

（
め
い
そ
う
）
を
す
る
メ
デ
ィ
テ

ー
シ
ョ
ン
、
プ
チ
断
食
と
も
言
わ

れ
る
フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
肉
を
食

べ
な
い
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
、
炭
水
化

物
を
抑
え
て
脂
質
を
摂
る
ケ
ト
ダ

イ
エ
ッ
ト
な
ど
、
人
に
よ
っ
て
健

康
へ
の
取
り
組
み
は
様
々
だ
。

　

多
く
の
人
が
日
ご
ろ
か
ら
何
か

し
ら
の
運
動
に
励
ん
で
お
り
、
健

康
デ
ー
タ
を
と
る
た
め
の
ウ
エ
ア

ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
を
つ
け
な
が

ら
、
I
T
企
業
の
オ
フ
ィ
ス
や
ア

パ
ー
ト
に
は
必
ず
併
設
さ
れ
て
い

る
ジ
ム
で
汗
を
流
し
て
い
る
。

　

実
際
に
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
の
会
員
数
も
日
本
の
人
口
比
３

％
に
対
し
て
、
米
国
で
は
20
％
と

い
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
、
運
動
人
口

が
多
い
。
私
も
週
２
回
の
筋
ト
レ

を
す
る
こ
と
で
、
心
身
と
も
に
健

康
を
保
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
健
康
を
阻
害
す
る
大
き

な
要
因
の
一
つ
が
老
化
だ
。
老
い

を
防
い
で
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
た

い
と
思
う
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

最
近
、
人
間
の
健
康
寿
命
を
10

年
延
ば
す
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

掲
げ
る
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
系
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
米
レ
ト
ロ
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
社
が
、
あ
る
個
人
か
ら

多
額
の
出
資
を
受
け
て
い
た
こ
と

が
話
題
に
な
っ
た
。

　

1
億
８
０
０
０
万
ド
ル
（
約
２

４
０
億
円
）
も
の
金
額
を
出
資
し

た
の
は
、
話
題
のChatGPT

の
生
み

の
親
で
あ
り
、
い
ま
世
界
で
も
っ

と
も
注
目
さ
れ
て
い
る
起
業
家
と

も
い
え
る
オ
ー
プ
ン
A
I
社
の
最

高
経
営
責
任
者
（
C
E
O
）
で
あ

る
サ
ム
・
ア
ル
ト
マ
ン
氏
だ
。

　

彼
が
著
名
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
Y
コ
ン
ビ
ネ
ー
タ

ー
の
代
表
を
務
め
て
い
た
時
の
同

僚
を
誘
っ
て
、
２
０
２
２
年
に
レ

ト
ロ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
社
を
起

業
さ
せ
た
。
ヒ
ト
以
外
の
哺
乳
類

に
お
け
る
老
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
特

定
し
た
上
で
、
最
終
的
に
は
加
齢

に
伴
う
複
数
の
病
気
の
予
防
薬
の

開
発
を
目
指
し
て
い
る
。

　

米
国
で
は
、
医
療
費
の
約
90
％

が
生
活
習
慣
病
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
病
な
ど
加
齢
関
連
の
疾
患
に
費

や
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
老
化
を
遅
ら
せ
る
こ
と
の
効

果
は
計
り
知
れ
ず
、
巨
大
テ
ッ
ク

企
業
も
注
目
し
て
い
る
。

　

13
年
に
は
米
グ
ー
グ
ル
が
壮
大

な
挑
戦
を
す
る
た
め
の
ム
ー
ン
シ

ョ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と

し
て
、
老
化
研
究
の
た
め
に
キ
ャ

リ
コ
社
を
設
立
し
た
。
そ
の

C
E
O
に
は
ラ
イ
バ
ル
と
も
い
う

べ
き
米
ア
ッ
プ
ル
の
会
長
を
今
で

も
務
め
て
お
り
、
世
界
初
の
バ
イ

オ
テ
ッ
ク
企
業
ジ
ェ
ネ
ン
テ
ッ
ク

社
の
C
E
O
だ
っ
た
ア
ー
サ
ー
・

D
・
レ
ビ
ン
ソ
ン
氏
を
招
き
入
れ

た
。
15
億
ド
ル
（
約
２
０
０
０
億

円
）
も
の
資
金
を
集
め
、
社
外
に

詳
細
を
明
か
す
こ
と
な
く
研
究
を

重
ね
て
い
る
。

　

同
じ
く
老
化
研
究
の
た
め
に
21

年
に
設
立
さ
れ
た
米
ア
ル
ト
ス
・

ラ
ボ
社
に
は
京
都
大
学
の
山
中
伸

弥
教
授
が
上
級
科
学
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
就
任
し
、
ア
マ
ゾ
ン
・
ド
ッ

ト
・
コ
ム
創
業
者
の
ジ
ェ
フ
・
ベ

ゾ
ス
氏
を
は
じ
め
著
名
な
投
資
家

か
ら
30
億
ド
ル
（
約
４
０
０
０
億

円
）
の
出
資
を
受
け
て
い
る
。

　

古
く
か
ら
夢
物
語
だ
と
思
わ
れ

て
い
た
老
化
が
止
ま
る
日
が
来
る

か
も
し
れ
な
い
。
老
化
、
宇
宙
、

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
壮
大
な
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
に
挑
戦
を
す
る
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
が
、
人
類
の
ま
だ
見

ぬ
新
し
い
世
界
を
見
せ
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。（

２
０
２
３
年
４
月
14
日
／
日
経
）

タ
ニ
タ
、

ア
ス
リ
ー
ト
の
減
量
を

計
量
計
×
ア
プ
リ
で
管
理

　

タ
ニ
タ
が
外
出
先
で
手
軽
に
食

事
量
を
調
べ
ら
れ
る
計
量
計
を
発

売
し
た
。
ア
プ
リ
と
連
携
し
水
分

量
な
ど
を
管
理
し
て
減
量
に
役
立

て
る
。
ボ
ク
シ
ン
グ
や
柔
道
な
ど

厳
し
い
体
重
管
理
が
求
め
ら
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
の
ほ
か
、
マ
ラ
ソ
ン
な

ど
本
格
志
向
の
ラ
ン
ナ
ー
の
利
用

を
見
込
む
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
が
一
服
し
大
会
の

再
開
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
も
追

い
風
に
な
り
そ
う
だ
。
２
０
２
４

年
３
月
末
ま
で
に
５
０
０
台
の
販

売
を
目
指
す
。

　

３
月
23
日
か
ら
、
自
社
の
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
食
事

計
量
計
「G

R
A

M
IL

（
グ
ラ
ミ

ル
）
」
の
販
売
を
始
め
た
。
専
用

の
ア
プ
リ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
組
み
合
わ

せ
て
使
う
。
価
格
は
６
万
６
０
０

０
円
。

　

持
ち
運
び
や
す
い
よ
う
に
小
型

化
に
取
り
組
ん
だ
。
グ
ラ
ミ
ル
は

従
来
型
の
計
量
計
と
比
べ
、
厚
さ

を
約
３
分
の
１
に
、
サ
イ
ズ
を
約

２
割
に
そ
れ
ぞ
れ
抑
え
て
い
る
。
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利
用
者
は
外
食
先
で
、
料
理
や

飲
料
を
食
事
計
の
上
に
お
い
て
重

さ
を
測
る
。
瞬
時
に
計
測
を
行

い
、
結
果
は
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ー
ス

（
近
距
離
無
線
通
信
）
で
接
続
し

た
ス
マ
ホ
に
送
ら
れ
る
。
ス
マ
ホ

上
で
は
「
主
菜
」
や
「
フ
ル
ー

ツ
」
、
「
プ
ロ
テ
イ
ン
」
な
ど
、

何
を
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
た
か

を
設
定
で
き
る
。
記
録
は
ア
プ
リ

に
残
り
、
日
付
ご
と
な
ど
で
確
認

が
で
き
る
。

　

開
発
に
携
わ
っ
た
事
業
戦
略
本

部
の
市
原
聖
也
氏
は
ア
マ
チ
ュ
ア

ボ
ク
シ
ン
グ
の
経
験
者
。
顧
客
に

想
定
す
る
の
が
厳
格
な
体
重
管
理

が
必
要
な
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む

ア
マ
チ
ュ
ア
層
の
ア
ス
リ
ー
ト

だ
。
高
校
生
時
代
の
部
活
で
減
量

に
取
り
組
ん
だ
経
験
が
あ
る
が

「
外
出
先
で
の
飲
食
ま
で
は
管
理

で
き
ず
、
目
分
量
で
記
録
し
て
い

た
」
（
市
原
氏
）
と
話
す
。
急
激

に
体
重
を
落
と
し
す
ぎ
て
体
調
を

崩
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

体
重
の
階
級
が
あ
る
ス
ポ
ー
ツ

で
は
、
試
合
に
向
け
て
規
定
体
重

ま
で
減
量
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
外
出
先
で
食

事
量
な
ど
を
計
測
す
る
手
段
に
乏

し
か
っ
た
。

　

利
用
者
の
健
康
に
配
慮
し
た
機

能
も
あ
る
。
例
え
ば
「
１
カ
月
後

ま
で
に
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
体
重
を
落

と
し
た
い
」
と
い
う
ケ
ー
ス
で

は
、
体
に
無
理
の
な
い
減
量
計
画

を
グ
ラ
フ
で
表
示
す
る
。
１
週
間

で
体
重
が
５
％
以
上
落
ち
て
し
ま

う
状
態
を
「
急
速
減
量
線
」
と
し

て
グ
ラ
フ
上
で
表
示
し
、
無
理
の

な
い
減
量
計
画
の
策
定
に
役
立
て

る
こ
と
も
で
き
る
。

　

マ
ラ
ソ
ン
な
ど
持
久
力
が
求
め

ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
も
利
用
可
能
だ
。
大
会
前
に

炭
水
化
物
の
摂
取
量
の
把
握
を
目

的
に
利
用
す
る
こ
と
な
ど
を
想
定

し
て
い
る
。

　

新
製
品
の
認
知
度
の
向
上
に
向

け
て
は
、
実
際
に
ア
ス
リ
ー
ト
に

使
用
し
て
も
ら
う
な
ど
し
て
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か

を
発
信
し
て
い
く
考
え
だ
。
将
来

的
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ

リ
に
機
能
を
追
加
す
る
こ
と
も
予

定
し
て
い
る
。
食
事
の
カ
ロ
リ
ー

を
計
測
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

（
２
０
２
３
年
４
月
15
日
／
日
経
）

 「
個
人
事
業
主
型
」
で

副
業
制
度
を
導
入

筑
波
銀
、
全
職
員
対
象
　

　

筑
波
銀
行
は
従
業
員
の
副
業
を

認
め
る
新
制
度
を
導
入
し
た
。
銀

行
業
務
以
外
の
多
様
な
経
験
を
通

じ
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
自
己
成
長

を
促
す
。

　

対
象
は
、
行
員
や
嘱
託
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
の
全
職
員
。
副
業
先

と
雇
用
契
約
を
結
ば
な
い
「
個
人

事
業
主
型
」
で
の
副
業
を
認
め

る
。
４
月
１
日
付
で
始
め
た
。

　

保
有
す
る
資
格
を
活
用
し
た
セ

ミ
ナ
ー
講
師
や
執
筆
活
動
、
外
国

語
講
師
、
塾
講
師
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
な
ど
の
審
判
や
コ
ー
チ
、
ス

ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

を
想
定
し
て
い
る
。

　

筑
波
銀
は
副
業
制
度
導
入
の
狙

い
に
つ
い
て
、
「
職
員
の
や
り
た

い
こ
と
の
実
現
を
通
じ
、
自
律
的

な
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
促
進
や
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
働
き
が
い
）
の

向
上
を
目
指
し
た
い
」
と
し
て
い

る
。

（
２
０
２
３
年
４
月
18
日
／
日
経
）

子
ど
も
の
習
い
事
、

 「
個
」
を
親
が

尊
重
し
な
が
ら
（
杉
山
愛
）

　

テ
ニ
ス
に
集
中
し
た
い
―
―
。

７
歳
に
し
て
宣
言
し
た
息
子
に
は

驚
い
た
。
サ
ッ
カ
ー
、
ダ
ン
ス
な

ど
、
興
味
を
持
っ
た
も
の
を
や
ら

せ
て
き
た
。
同
世
代
の
友
達
に
刺

激
を
受
け
、
選
手
コ
ー
ス
を
目
指

し
て
週
５
回
も
や
っ
て
い
る
。

　

厳
し
い
世
界
だ
が
、
彼
が
選
ん

だ
道
。
親
は
応
援
す
る
だ
け
だ
。

好
き
な
こ
と
を
す
る
の
は
楽
し

く
、
打
ち
込
め
る
。
仲
間
が
で
き

た
り
、
欠
点
を
克
服
し
よ
う
と
努

力
し
た
り
…
…
。
プ
ラ
ス
ア
ル
フ

ァ
の
世
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
人
生
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
し

か
な
い
。

　

私
も
運
営
に
携
わ
る
ア
カ
デ
ミ

ー
に
息
子
も
所
属
す
る
。
以
前

は
、
低
学
年
の
選
手
ク
ラ
ス
が
な

く
、
私
も
週
２
回
程
度
は
教
え
て

い
た
。
私
は
選
手
時
代
、
母
が
コ

ー
チ
だ
っ
た
時
期
が
あ
る
。
親
が

コ
ー
チ
だ
と
素
直
に
聞
く
の
が
難

し
い
こ
と
も
あ
り
、
ぶ
つ
か
る
こ

と
が
あ
る
。
も
っ
と
も
幼
稚
園
か

ら
小
学
校
低
学
年
は
「
楽
し
い
」

と
思
う
こ
と
が
一
番
。
息
子
も
私

に
教
わ
る
の
が
う
れ
し
い
よ
う

だ
。

「
グ
リ
ッ
プ
」
「
打
点
」
な
ど
、

変
な
癖
が
つ
く
と
後
々
直
す
の
が

大
変
な
肝
は
押
さ
え
る
。
手
本
を

見
せ
た
り
、
擬
音
を
使
っ
た
り
、

ひ
き
付
け
る
よ
う
気
を
配
る
。
こ

の
年
代
は
「
ふ
ざ
け
る
＝
楽
し

む
」
に
な
り
か
ね
な
い
。
羽
目
を

外
す
の
で
な
く
「
全
力
を
尽
く
す

プ
ロ
セ
ス
が
本
当
に
楽
し
む
と
い

う
こ
と
」
と
示
す
よ
う
に
し
て
い

る
。

　

パ
ワ
ー
は
あ
る
し
、
サ
ー
ブ
練

習
で
２
回
連
続
の
ミ
ス
を
悔
し
が

る
な
ど
、
７
歳
に
し
て
試
合
を
意

識
し
た
練
習
を
し
て
い
る
。
大
人

で
も
練
習
の
た
め
の
練
習
に
な
り

が
ち
な
選
手
も
い
る
か
ら
、
「
や

る
な
」
と
思
う
。
一
方
、
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
ま
だ
ま
だ
。
こ
の
先
、

克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
技

術
、
嫌
に
な
る
ほ
ど
考
え
な
い
と

い
け
な
い
課
題
が
出
て
く
る
だ
ろ

う
。
自
分
自
身
で
気
づ
く
こ
と
が

大
事
だ
。

　

テ
ニ
ス
界
で
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

姉
妹
（
米
国
）
な
ど
の
よ
う
に
親

が
コ
ー
チ
と
い
う
場
合
も
珍
し
く

な
い
。
子
ど
も
を
別
の
個
人
と
し

て
尊
重
し
、
親
自
身
も
成
長
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
＝
A
P

　

私
に
な
い
性
質
を
息
子
に
発
見

し
て
驚
く
こ
と
も
多
い
。
子
供
は

全
く
別
の
個
人
だ
と
痛
感
す
る
。

親
子
に
よ
っ
て
は
相
性
の
合
う
合

わ
な
い
も
あ
る
だ
ろ
う
。
「
個
」

と
「
子
」
を
尊
重
し
、
親
も
成
長

し
な
け
れ
ば
と
思
う
。

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
姉
妹
（
米

国
）
、
キ
ャ
ス
パ
ー
・
ル
ー
ド

（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）
ら
、
テ
ニ
ス
界

は
２
世
選
手
や
親
が
コ
ー
チ
と
い

う
ケ
ー
ス
は
珍
し
く
な
い
。
今
の

選
手
は
特
に
重
圧
を
感
じ
な
い
よ

う
で
、
親
子
関
係
も
良
さ
そ
う
。

過
去
に
は
熱
心
過
ぎ
る
親
が
い
た

り
、
マ
ル
チ
ナ
・
ヒ
ン
ギ
ス
（
ス

イ
ス
）
の
よ
う
に
コ
ー
チ
だ
っ
た

母
と
の
関
係
が
破
綻
し
た
ケ
ー
ス

も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
あ
ま
り
に
悲

し
い
。

　

過
度
な
期
待
を
持
っ
て
し
ま
う

か
ら
だ
ろ
う
。
息
子
に
「
こ
う
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
の
を
つ
く

り
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
等

身
大
の
姿
を
受
け
止
め
た
い
。
そ

の
結
果
が
ど
う
で
あ
れ
、
プ
ロ
セ

ス
を
踏
ん
で
頑
張
っ
た
末
に
ラ
ケ

ッ
ト
を
置
く
人
生
と
、
な
ん
と
な

く
終
わ
る
の
で
は
、
そ
の
後
が
違

う
。
テ
ニ
ス
を
通
じ
て
い
ろ
ん
な

も
の
を
得
て
ほ
し
い
。

　

お
兄
ち
ゃ
ん
に
影
響
さ
れ
た

か
、
1
歳
の
娘
が
既
に
卓
球
の
ラ

ケ
ッ
ト
で
ボ
ー
ル
を
ポ
ン
ポ
ン
打

っ
て
遊
ん
で
い
る
。
彼
女
も
テ
ニ

ス
を
選
ぶ
の
か
？　

興
味
深
く
見

て
い
る
。
（
テ
ニ
ス
女
子
日
本
代

表
監
督
）（

２
０
２
３
年
４
月
19
日
／
日
経
）

ジ
ム
運
営
会
社
向
け

融
資
サ
ー
ビ
ス
提
供

ハ
コ
モ
ノ
、
G
M
O
と
連
携

　

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
な
ど
運
動
施
設

向
け
の
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
を
主

力
と
す
るhacom

ono

（
ハ
コ
モ

ノ
、
東
京
・
渋
谷
）
は
、
G
M
O

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
と
事

業
連
携
す
る
。
シ
ス
テ
ム
を
経
由

し
、
G
M
O
が
手
掛
け
る
融
資
な

ど
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
。

　

シ
ス
テ
ム
開
発
に
充
て
る
た

め
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル

（
V
C
）
の
コ
ー
ラ
ル
・
キ
ャ
ピ

タ
ル
や
G
M
O
傘
下
の
G
M
O
ベ

ン
チ
ャ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
な
ど
を

引
受
先
と
す
る
第
三
者
割
当
増
資

で
30
億
円
を
調
達
し
た
。
こ
れ
と

は
別
に
複
数
の
金
融
機
関
か
ら
８

億
５
０
０
０
万
円
を
借
り
入
れ

た
。

　

２
０
２
４
年
を
メ
ド
に
施
設
運

営
者
が
シ
ス
テ
ム
か
ら
融
資
を
申

し
込
め
る
よ
う
に
す
る
。
シ
ス
テ

ム
に
蓄
積
し
た
日
次
売
上
高
な
ど

の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
与
信
調
査

を
効
率
化
す
る
。
審
査
が
通
れ
ば

G
M
O
か
ら
融
資
す
る
。
ハ
コ
モ

ノ
は
他
の
金
融
機
関
と
の
連
携
も

検
討
中
だ
。

　

売
掛
債
権
を
現
金
化
す
る
「
フ

ァ
ク
タ
リ
ン
グ
」
サ
ー
ビ
ス
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
立
ち
上

げ
直
後
の
中
小
施
設
で
は
資
金
繰

り
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
需
要

を
見
込
め
る
と
判
断
し
た
。

　

ハ
コ
モ
ノ
の
シ
ス
テ
ム
は
会
員

情
報
や
予
約
状
況
の
管
理
が
で
き

る
。
ア
ナ
ロ
グ
だ
っ
た
ジ
ム
や
水

泳
教
室
な
ど
の
業
務
を
デ
ジ
タ
ル

化
す
る
需
要
を
捉
え
て
い
る
。
金

融
関
連
の
機
能
充
実
を
テ
コ
に
、

導
入
実
績
を
24
年
末
ま
で
に
８
０

０
０
店
舗
と
現
状
の
３
倍
弱
に
増

や
す
目
標
だ
。

（
２
０
２
３
年
４
月
19
日
／
日
経
）

シ
ニ
ア
割
引
広
が
る 

注
意
点
は
証
券
手
数
料 

50
代
も
お
得
に

目
的
や
頻
度

慎
重
に
考
え
て

「
も
う
す
ぐ
定
年
で
す
。
収
入
は

ほ
ぼ
年
金
だ
け
に
な
る
の
で
、
で

き
る
だ
け
出
費
を
抑
え
る
つ
も
り

で
す
。
一
方
、
生
活
は
充
実
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
シ

ニ
ア
を
対
象
に
し
た
割
引
サ
ー
ビ

ス
が
広
が
っ
て
い
る
と
聞
き
ま

す
。
シ
ニ
ア
割
引
の
内
容
や
利
用

法
、
注
意
点
を
教
え
て
く
だ
さ

い
」

「
授
業
料
が
安
く
な
り
、
助
か
り

ま
し
た
」
。
横
浜
市
の
柏
崎
弘
治

さ
ん
（
65
）
は
２
０
２
２
年
10
月

か
ら
半
年
間
、
通
信
制
の
八
洲
学

園
大
学
（
同
市
）
で
学
び
、
図
書

館
司
書
の
資
格
を
取
得
し
た
。
利

用
し
た
の
は
、
50
歳
以
上
を
対
象

に
学
費
を
割
り
引
く
シ
ニ
ア
割
引

だ
。

　

柏
崎
さ
ん
は
60
歳
以
上
か
ら
の

「
プ
ラ
チ
ナ
コ
ー
ス
」
を
履
修
し

た
。
資
格
取
得
に
か
か
る
学
費
は

通
常
、
半
年
間
で
約
25
万
７
３
０

０
円
だ
が
、
同
コ
ー
ス
を
使
う
と

シ
ニ
ア
割
引
で
約
13
万
６
３
０
０

円
で
済
む
。

　

柏
崎
さ
ん
は
中
学
校
の
教
諭
を

22
年
に
退
職
し
た
。
「
生
活
に
メ

リ
ハ
リ
を
つ
け
る
」
た
め
仕
事
を

探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
で
図
書
館
か
ら
の
求
人
が
あ

る
の
を
見
つ
け
た
。
「
図
書
館
で

働
く
た
め
に
資
格
を
身
に
付
け
よ

う
」
と
シ
ニ
ア
割
引
が
あ
る
同
大

に
入
学
し
た
。
「
今
後
は
学
校
や

公
立
の
図
書
館
な
ど
で
働
き
た

い
」
と
意
欲
的
だ
。

採
用
業
種
増
え
る

　

シ
ニ
ア
割
引
は
特
定
の
年
齢
以

上
の
人
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
だ
。
多
く
は
60
歳
以
上

が
対
象
だ
が
、
50
代
か
ら
使
え
る

サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。
代
表
的
な
の

は
、
ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
な
ど
で
の
買
い
物
の
割
引
だ
ろ

う
。
毎
月
、
割
引
デ
ー
を
設
け
、

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
提
示
や
電
子

マ
ネ
ー
で
支
払
う
と
、
５
％
程
度

を
割
引
す
る
例
が
多
い
。

　

高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
シ
ニ

ア
の
需
要
を
取
り
込
も
う
と
、
割

引
サ
ー
ビ
ス
を
手
掛
け
る
業
種
が

増
え
て
き
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
証
券
の
a
u

カ
ブ
コ
ム
証
券
は
、
株
式
の
売
買

手
数
料
に
シ
ニ
ア
割
引
を
採
用
し

て
い
る
。
取
引
ご
と
に
手
数
料
が
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発
生
す
る
「
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
」

（
国
内
現
物
株
）
と
、
一
日
の
取

引
金
額
に
合
わ
せ
た
「
一
日
定

額
」
（
国
内
現
物
株
と
国
内
信
用

取
引
）
が
対
象
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
、

50
歳
以
上
、
60
歳
未
満
は
２
％
、

60
歳
以
上
は
４
％
を
割
り
引
く
。

　

同
社
に
口
座
を
開
設
し
て
い
る

約
１
５
０
万
人
の
う
ち
「
４
割
弱

が
50
歳
以
上
」
（
同
社
の
湯
口
俊

輔
さ
ん
）
と
い
う
。
口
座
を
開
設

し
て
い
れ
ば
、
50
歳
、
60
歳
に
達

す
る
と
自
動
的
に
割
引
が
適
用
に

な
る
。

　

デ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
は
60

歳
以
上
を
対
象
に
、
パ
ソ
コ
ン
、

モ
ニ
タ
ー
、
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
な
ど

を
２
％
割
引
き
で
購
入
で
き
る

「
シ
ニ
ア
割
」
を
実
施
し
て
い

る
。
電
話
と
チ
ャ
ッ
ト
で
の
注
文

に
適
用
す
る
。
１
人
10
台
ま
で
購

入
で
き
、
「
自
分
用
と
孫
へ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
買
う
例
も
あ
る
」

（
同
社
）
。

　

こ
の
ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
修
理
や

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
、
ハ
ウ
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
も
シ
ニ
ア
割
引

が
広
が
っ
て
い
る
。

運
転
免
許
返
納
で
適
用

　

さ
ら
に
、
運
転
免
許
を
返
納
し

て
受
け
取
る
運
転
経
歴
証
明
書
を

提
示
す
る
こ
と
で
も
割
引
が
適
用

さ
れ
る
。
原
則
、
65
歳
以
上
が
対

象
だ
。

　

例
え
ば
、
帝
国
ホ
テ
ル
東
京
で

は
、
直
営
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
バ
ー

ラ
ウ
ン
ジ
で
10
％
の
割
引
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
。
メ
モ
リ
ア
ル

ア
ー
ト
の
大
野
屋
（
東
京
都
立
川

市
）
で
は
、
新
規
の
墓
石
工
事
代

（
30
万
円
以
上
）
の
10
％
を
割
り

引
く
ほ
か
、
墓
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や

移
転
、
撤
去
工
事
の
５
％
を
割
り

引
く
。

　

シ
ニ
ア
割
引
に
は
、
ど
ん
な
注

意
点
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
小

塚
歩
さ
ん
は
「
割
引
の
適
用
年
齢

や
対
象
サ
ー
ビ
ス
、
期
間
な
ど
の

利
用
条
件
を
事
前
に
確
認
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
だ
」
と
話
す
。
適

用
年
齢
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
変
更

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

店
な
ど
で
割
引
を
受
け
る
に

は
、
年
齢
確
認
が
で
き
る
身
分
証

明
書
の
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
。
免
許
証
や
健
康
保
険

証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど

を
持
参
す
れ
ば
、
対
象
年
齢
な
の



20 2023年（令和5年）5月12日

に
割
引
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
と

い
う
事
態
を
避
け
ら
れ
る
。

メ
リ
ッ
ト
見
極
め

　

物
価
上
昇
が
続
く
な
か
、
シ
ニ

ア
割
引
は
年
収
が
目
減
り
す
る
高

齢
者
層
に
と
っ
て
は
大
き
な
味
方

だ
。
た
だ
、
「
本
当
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
、
生
活
の
充
実
に
役
立
つ

か
を
考
え
る
こ
と
も
大
事
」
（
小

塚
さ
ん
）
だ
。

　

た
ま
た
ま
入
っ
た
店
で
勧
め
ら

れ
シ
ニ
ア
割
引
を
受
け
ら
れ
る
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
つ
く
っ
た
が
、

ほ
と
ん
ど
行
く
こ
と
は
な
い
。
交

通
機
関
の
割
安
な
高
齢
者
パ
ス
を

購
入
し
た
が
、
あ
ま
り
利
用
し
な

い
―
―
と
い
っ
た
事
態
に
な
り
か

ね
な
い
。

　

割
引
だ
か
ら
と
飛
び
つ
か
ず

に
、
目
的
や
頻
度
を
考
え
て
利
用

し
た
い
。（

２
０
２
３
年
４
月
19
日
／
日
経
）

5
歳
児

水
泳
教
室
に
参
加
中

プ
ー
ル
で
死
亡

富
山
・
高
岡

　

22
日
午
後
4
時
50
分
ご
ろ
、
富

山
県
高
岡
市
木
津
の
「
オ
ー
パ
ス

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
高
岡
」
の

プ
ー
ル
で
、
水
泳
教
室
に
参
加
し

て
い
た
同
市
和
田
の
保
育
園
児
の

笠
谷
拓
杜
（
ひ
ろ
と
）
ち
ゃ
ん

（
５
）
が
沈
ん
で
い
る
の
が
見
つ

か
っ
た
。
県
警
に
よ
る
と
、
心
肺

停
止
状
態
で
搬
送
さ
れ
、
病
院
で

死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。
目
立
っ
た

外
傷
は
な
く
、
司
法
解
剖
し
て
死

因
を
特
定
す
る
。

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
関
係

者
に
よ
る
と
、
拓
杜
ち
ゃ
ん
が
飛

び
込
ん
だ
後
に
浮
き
上
が
ら
ず
、

そ
の
ま
ま
沈
ん
で
い
く
様
子
が
監

視
カ
メ
ラ
に
映
っ
て
お
り
、
発
見

ま
で
約
5
分
か
か
っ
て
い
た
。
現

場
に
は
コ
ー
チ
が
４
人
い
た
が
、

沈
ん
で
い
る
拓
杜
ち
ゃ
ん
に
気
付

い
た
の
は
近
く
に
い
た
別
の
子
ど

も
だ
っ
た
。
県
警
は
安
全
管
理
体

制
に
不
備
が
な
か
っ
た
か
ど
う
か

を
慎
重
に
調
べ
て
い
る
。

　

拓
杜
ち
ゃ
ん
は
水
深
１
・
２
メ

ー
ト
ル
の
プ
ー
ル
の
底
に
敷
か
れ

た
台
の
上
で
、
ヘ
ル
パ
ー
と
呼
ば

れ
る
浮
具
を
腰
に
着
け
て
遊
ん
で

い
た
が
、
発
見
時
、
ヘ
ル
パ
ー
は

外
れ
て
い
た
。
飛
び
込
む
な
ど
し

た
際
に
ひ
も
が
ほ
ど
け
た
可
能
性

が
あ
る
。

　

水
泳
教
室
に
は
子
ど
も
19
人
が

参
加
。
コ
ー
チ
４
人
中
２
人
は
プ

ー
ル
サ
イ
ド
に
、
１
人
は
水
中
に

い
た
。
も
う
１
人
は
プ
ー
ル
と
事

務
室
を
行
き
来
し
て
い
た
と
い

う
。

（
２
０
２
３
年
４
月
24
日
／
日
経
）

 「
怒
っ
て
は
い
け
な
い
」
　

変
わ
る
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に

広
が
る
共
感

　

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
J
S
P
O
）

が
組
織
す
る
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
本
部
長
に
元
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

日
本
代
表
の
益
子
直
美
さ
ん
が
就

任
す
る
。
１
９
６
２
年
に
創
設
さ

れ
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
女
性
本

部
長
は
初
め
て
。
益
子
さ
ん
は
ス

ポ
ー
ツ
指
導
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行

為
の
排
除
を
目
指
し
、
小
学
生
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
「
監
督
が
怒
っ

て
は
い
け
な
い
大
会
」
を
各
地
で

開
催
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。

　

益
子
さ
ん
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
の
関
わ
り
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
。
J
S
P
O
の
幹
部
は
「
彼
女

の
取
り
組
み
が
我
々
の
目
指
す
方

向
と
合
致
す
る
の
で
お
願
い
し

た
」
と
登
用
の
理
由
を
説
明
す

る
。
斬
新
な
人
事
は
、
指
導
者
や

先
輩
の
暴
力
、
暴
言
が
い
ま
だ
に

は
び
こ
る
ス
ポ
ー
ツ
界
が
変
わ
る

た
め
の
試
み
と
考
え
ら
れ
る
。

　

益
子
さ
ん
自
身
、
頼
ま
れ
た
時

は
驚
い
た
と
同
時
に
、
や
っ
て
き

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
と
感
じ
て

う
れ
し
か
っ
た
と
い
う
。
２
０
１

５
年
１
月
に
福
岡
で
大
会
を
始
め

て
し
ば
ら
く
は
、
S
N
S
な
ど
で

「
そ
れ
で
強
く
な
れ
る
わ
け
が
な

い
」
な
ど
の
否
定
的
な
意
見
を
ぶ

つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

そ
れ
が
最
近
は
、
同
じ
方
向
を

向
く
人
が
着
実
に
増
え
て
き
た
と

実
感
し
て
い
る
。
２
年
前
に
活
動

を
本
格
化
す
る
た
め
に
法
人
を
立

ち
上
げ
た
が
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
設
立
の
た
め
の
２
０

０
万
円
以
上
の
資
金
が
１
日
足
ら

ず
で
集
ま
っ
た
。
22
年
に
は
秋
田

市
で
初
め
て
「
怒
っ
て
は
い
け
な

い
サ
ッ
カ
ー
の
大
会
」
も
開
催
。

こ
の
３
月
に
は
奈
良
県
で
中
高
校

生
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
と
の
コ

ラ
ボ
も
実
現
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
以
外
の
競
技
や
上
の
年
代
に
も

同
様
の
取
り
組
み
が
広
が
り
つ
つ

あ
る
。

　

小
学
生
が
中
心
と
な
る
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
団
員
数
は
22
年
12
月

の
時
点
で
約
55
万
人
。
年
々
減
少

し
て
い
る
。
最
大
の
要
因
は
少
子

化
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー

ツ
離
れ
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
見

逃
せ
な
い
。
こ
う
し
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
、
組
織
の
長
に
益
子
さ
ん
が

就
く
意
味
は
小
さ
く
な
い
。

　

怒
っ
て
は
い
け
な
い
大
会
で

は
、
益
子
さ
ん
が
試
合
や
練
習
を

見
守
り
、
威
圧
的
な
声
を
か
け
た

指
導
者
に
「
×
」
の
つ
い
た
マ
ス

ク
を
渡
し
て
着
け
て
も
ら
う
。
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
の
素
晴
ら
し

さ
を
説
く
紙
芝
居
を
作
っ
て
子
ど

も
た
ち
に
披
露
す
る
こ
と
も
あ

る
。

　

同
じ
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て

も
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
も

「
（
本
部
長
の
仕
事
と
し
て
）
で

き
る
だ
け
大
会
の
現
場
に
行
か
せ

て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
や
指
導

者
の
皆
さ
ん
と
直
接
話
す
機
会
を

持
ち
た
い
」
。

　

目
の
前
の
勝
利
だ
け
が
目
標
な

ら
、
怒
る
指
導
は
近
道
に
も
な

る
。
だ
が
、
そ
れ
は
子
ど
も
た
ち

か
ら
自
分
で
考
え
る
機
会
や
挑
戦

す
る
意
欲
を
奪
う
こ
と
に
も
つ
な

が
る
。
子
ど
も
が
主
役
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
ず
に
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導

の
あ
り
方
を
変
え
て
い
き
た
い
。

（
２
０
２
３
年
４
月
26
日
／
日
経
）
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 「
N
O
！ 

ス
ポ
ハ
ラ
」

暴
力
根
絶
へ
新
た
な
活
動

ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
宣
言
10
年

　

ス
ポ
ー
ツ
界
の
「
暴
力
行
為
根

絶
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
て
か
ら
10

年
を
迎
え
た
25
日
、
日
本
ス
ポ
ー

ツ
協
会
は
東
京
都
内
で
記
者
会
見

を
開
き
、
暴
力
や
暴
言
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
行
為
の
撲
滅
を
目
指
し
て

「
N
O
！　

ス
ポ
ハ
ラ
（
ス
ポ
ー

ツ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
」
活
動
を

開
始
す
る
と
発
表
し
た
。

　

保
護
者
や
指
導
者
へ
の
啓
発
を

進
め
る
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
情

報
発
信
を
強
化
す
る
ほ
か
、
選
手

ら
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
、
交
流
サ
イ
ト
（
S
N
S
）
を

使
っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
行

う
。
来
年
３
月
末
ま
で
を
取
り
組

み
の
強
化
期
間
と
し
、
日
本
ス
ポ

協
の
ほ
か
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
（
J
O
C
）
、
全
国
高
校
体

育
連
盟
な
ど
６
団
体
が
連
携
す

る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
界
の
暴
力
や
パ
ワ
ハ

ラ
問
題
で
、
日
本
ス
ポ
協
の
窓
口

へ
の
相
談
件
数
が
２
０
２
２
年
度

は
過
去
最
多
の
３
７
３
件
に
上
っ

た
。
最
近
も
学
校
部
活
動
で
の
暴

力
指
導
が
表
面
化
す
る
な
ど
、
問

題
の
根
深
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
い
る
。（

２
０
２
３
年
４
月
26
日
／
日
経
）

日
常
動
作
で

フ
レ
イ
ル
防
げ

無
理
な
く

活
動
量
増
加
狙
う

は
れ
コ
ー
ポ
と

立
命
館
大
共
同
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
　

　

有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
運
営
す
る

は
れ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
岡
山

市
）
は
京
都
市
の
介
護
施
設
で
立

命
館
大
学
と
の
共
同
研
究
を
始
め

た
。
入
居
者
の
協
力
を
得
て
、
フ

レ
イ
ル
（
心
身
の
虚
弱
状
態
）
を

予
防
す
る
た
め
に
日
常
的
に
取
り

組
め
る
活
動
を
調
べ
る
。
大
学
に

高
齢
者
と
の
接
点
を
提
供
し
、
研

究
の
知
見
を
各
地
の
施
設
で
生
か

す
。

「
椅
子
か
ら
立
っ
て
座
っ
て
を
繰

り
返
し
て
み
ま
し
ょ
う
」
。
立
命

大
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
の
真
田

樹
義
教
授
が
声
を
か
け
る
。

「
１
、
２
、
３
！
」
と
入
居
者
た

ち
は
回
数
を
声
に
出
し
な
が
ら
実

践
す
る
―
―
。
は
れ
コ
ー
ポ
の
有

料
老
人
ホ
ー
ム
「
ア
ス
デ
ン
シ
ア

京
都
嵐
山
」
で
４
月
か
ら
研
究
が

始
ま
っ
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
フ
レ
イ
ル
予
防
の

た
め
の
カ
ラ
ダ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
。
例
え
ば
椅
子
を
使
っ
た
立

ち
座
り
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
机
ふ
き

な
ど
、
生
活
の
中
で
無
理
な
く
取

り
組
め
る
活
動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

高
齢
者
の
体
形
に
合
わ
せ
て
つ
く

る
こ
と
を
目
指
す
。

　

フ
レ
イ
ル
は
心
と
体
の
働
き
が

弱
ま
り
、
健
常
か
ら
要
介
護
に
移

行
す
る
間
の
段
階
に
あ
た
る
。
ア

ス
デ
ン
シ
ア
京
都
嵐
山
は
要
介
護

者
専
用
の
施
設
だ
が
、
十
分
動
け

る
入
居
者
も
多
い
。
下
肢
筋
力
の

強
化
や
活
動
量
の
増
加
に
つ
な
が

れ
ば
、
健
常
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防

に
も
生
か
せ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

共
同
研
究
に
つ
な
が
っ
た
の
は

は
れ
コ
ー
ポ
の
上
川
敏
敬
副
社
長

が
立
命
大
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

に
通
っ
て
い
た
縁
か
ら
だ
。
「
介

護
職
の
職
員
で
も
で
き
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
つ
く
り
、
日
常
の
リ
ハ
ビ

リ
の
一
つ
と
し
て
各
施
設
に
行
き

渡
る
よ
う
に
し
た
い
」
（
上
川
副

社
長
）

　

介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に

は
リ
ハ
ビ
リ
を
手
掛
け
る
理
学
療

法
士
や
作
業
療
法
士
が
い
る
場
合

も
あ
る
が
、
療
法
士
だ
け
で
多
く

の
入
居
者
に
身
体
を
動
か
す
指
導

を
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
３
年

間
を
か
け
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く

り
、
研
究
の
成
果
を
全
国
15
道
府

県
の
施
設
で
生
か
す
予
定
だ
。

　

真
田
教
授
は
こ
れ
ま
で
、
高
齢

者
の
活
動
量
と
身
体
機
能
の
相
関

関
係
を
分
析
し
、
フ
レ
イ
ル
予
防

に
日
常
的
な
活
動
が
効
果
が
あ
る

こ
と
を
示
し
て
き
た
。
だ
が
被
験

者
の
行
動
に
介
入
し
て
効
果
を
確

認
す
る
時
間
を
か
け
た
研
究
ま
で

は
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
「
介
護

現
場
の
よ
う
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
は

接
点
が
な
か
っ
た
の
で
、
意
義
が

大
き
い
」
と
い
う
。

　

は
れ
コ
ー
ポ
は
嵐
山
で
別
テ
ー

マ
で
の
研
究
協
力
も
始
め
た
。
高

齢
者
が
な
つ
か
し
い
も
の
や
映
像

を
見
て
思
い
出
を
語
り
合
う
こ
と

で
認
知
機
能
を
改
善
さ
せ
る
「
回

想
法
」
が
で
き
る
対
話
ロ
ボ
ッ
ト

の
開
発
に
協
力
す
る
。

　

研
究
を
手
掛
け
る
立
命
館
大
情

報
理
工
学
部
の
泉
朋
子
准
教
授
は

「
工
学
の
分
野
か
ら
高
齢
者
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
は
難
し
か
っ
た
」
と

話
す
。
施
設
の
職
員
と
入
居
者
が

話
を
す
る
様
子
な
ど
を
参
考
に
し

て
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
振
る
舞
い
を
設

計
す
る
。

　

は
れ
コ
ー
ポ
の
上
川
副
社
長
は

「
職
員
が
入
居
者
一
人
ひ
と
り
に

向
き
合
え
る
時
間
は
ど
う
し
て
も

限
ら
れ
て
い
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
力

も
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
」

と
期
待
を
込
め
る
。

（
２
０
２
３
年
４
月
28
日
／
日
経
）


